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河南町須江字関ノ入の丘陵地に工業団地造成が計画され、その事前の作業として、

文化財発掘調査が実施されてきました。昭和62年度、63年度の詳細分布調査につい

ては、昭和63年 3月、平成元年 3月 にその概要を報告したところですが、今回はそ

れを含めて、調査終了となった今日、全体の概要を報告するものです。

昭和63年度までは県教育委員会の指導や、町内学校教師の協力などがありました

が、職員としては一人、中野裕平主事が担当し、作業員の皆様方のご協力で調査し

てきました。平成元年度からは職員を増員し、佐藤敏幸主事も加わ り、調査の進捗

を図りました。作業員延べ1,517名 、総予算額約1,600万円という人員と経費を投入

(職員費は別 )、 約190,000留 の広い面積部分を13ケ 月余の日数をかけて調査したもの

です。

もともと須江丘陵は陶器を焼くに良質な粘上の産地として知られ、ユつ、古くか

ら遺跡として知られてきました。調査の結果、やはり古代の住居跡や窯跡が見つか

り、遺物がたくさん掘 り出されました。その内容は報告書に詳しく述べられていま

す。

近年、諸処方々で埋蔵文化財の発掘が進み、いろいろな新発見もなされています。

同時に、古い時代の我々の祖先の生活の有様が浮き彫 りにされ、今更ながら先人を

偲ぶ絶好の贈物となっています。

未来の創造は、「歴史から学ぶ」ことから始まる、とも云われています。先人の業績

から学び、文化財を大切にしていくことに、この報告書が役に立つことを祈念しま

す。

平成 2年 3月

の

河南町教育委員会 教育長 浅 野 鐵 雄
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1.本書は、関ノ入工業団地造成工事に伴う発掘調査概報である。この概報は後日発刊される正式な報告書に先

んじて、速報的な性格を有するものである。

2 調査は、次の要項で実施した。

〔遺 跡 名〕関ノ入遺跡

〔所 在 地〕宮城県桃生郡河南町須江字関ノ入・茄子川

〔調査対象面積〕190,000だ

〔調査面積〕54,2001r

〔調査期間〕昭和63年 7月 4日～平成元年 1月 31日

平成元年 3月 9日～平成元年10月 30日

〔調査主体〕河南町教育委員会

〔調 査 員〕河南町教育委員会社会教育課 主事 中野裕平

同      主事 佐藤敏幸

3.調査指導 :宮城県教育庁文化財保護課

4 発掘調査と報告書作成にあたり、次の方々から指導、協力をいただいた。

〔発掘調査〕 官城 県教育庁文化財保護課 :進藤秋輝、白鳥良一、真山悟、手塚均、佐藤只1之、赤沢靖章

加藤明弘、菅原弘樹、近藤和夫

向 陽 台 中 学 校 教 頭 :平沢英二郎

河   南   高   校 :相原淳一

石  巻  工  業  高  校 :茂木好光

河  南  東  中  学  校 :岡崎徹郎、山形浩之

河  南  西  中  学  校 :小野寺周哉

〔報告書作成〕東 北 歴 史 資 料 館 :藤沼邦彦

宮城 県多賀城跡調査研究所 :高野芳銭、丹羽茂、後藤秀一、村田晃一、柳沢和明

石 巻 文 化 セ ン タ ー :中村光一、岡道夫

多賀城市埋蔵文化財調査センター :高倉敏明、千葉孝弥、石川俊英、相沢清利

仙 台 市 教 育 委 員 会 :小川淳一

(財 )福島市振興公社文化財調査室 :西村博幸

本 宮 町 歴 史 民 俗 資 料 館 :鈴木雅文

5.調査・整理参加者 :阿部美栄子、伊藤ゆう子、内海誠、加藤次男、亀山信子、近藤武夫、今野はな子、

佐藤公雄、佐藤定、佐藤次男、高橋吉雄、高橋正、高橋美好、成沢伸行、橋浦たき子、

橋浦千代枝、(故 )橋浦安雄、三浦真太郎

6.土層や土器の色調表記については『新版標準土色帖』 7版 (4ヽ山・竹原 :19871、 日本色研事業株式会社)に

準拠し、土性区分は国際土壌学会法の基準を参考にした。

7.本書の執筆は、河南町教育委員会 主事 中野裕平、同 主事 佐藤敏幸が行い、編集は佐藤が担当した。

8 調査によって得られた資料は、全て、河南町教育委員会で保管している。
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I 調査に至る経過
正一生 遺跡の位置と地理的環境

I。 調査に至る経過

関ノ入遺跡の所存する、通称須江丘陵の南部 tよ石巻市の近郊にあた り、これまでに民間業者

等による農用地等を転用しての小規模開発や丘陵部の上取 りが行われてきた。また、石巻地方

広域水道企業団による須江山浄水場の建設が行われるなど、石巻圏の都市計画による関連開発

の影響がおよぶ地域でもある。

関ノ入地区開発計画は、宮城県桃生郡河南町須江字関ノ入
。茄子川地内に河南町による工業

団地、茄子川・代官地内に関ノ入土地区画整理組合による住宅団地の造成を行うものである。

昭和61年 3月 、河南町からこの開発計画の通知を受けた河南町教育委員会は、その開発区域

内に関ノ入遺跡が含まれることから、直ちに楊議に入った。同年 8月 、県文化財保護課の指導

と協力を得て、開発区域内の踏査を行い、数地点で、遺物を採集し、遺構を確認した。

しかしながら、開発区域が約560,000Υ と広範にわたること、遺跡の範囲や性格が把握されて

いないことから、これを把握し、遺跡の保護・保存を図るため、昭和62年度、63年度の 2ケ 年

間、国庫補助金の交付を得て詳細今布調査を実施した。その結果、古代の窯跡群や集落跡など

が確認された。

これに基づき、河南町教育委員会は文化財の保護を目的として、町当局と傷議を重ねた。そ

の結果、種々の状況から開発計画の変更が困難であると判断された。開発計画では工業団地の

着工が優先されたため、河南町では町単独事業として、本遺跡の発掘調査を河南町教育委員会

に依頼した。

昭和63年 7月 、河南町教育委員会は県文化財保護課の指導を得て、記録保存を目的とする発

掘調査を実施するための活動を開始した。

Ⅲ。遺跡の位置と環境

1.遺跡の位置と地理的環境

関ノ入遺跡は官城県桃生郡河南町須江字関ノ入、茄子川、代官地内に所在し、 JR石巻線佳

景山駅の南方約3 5kmにある。遺跡の所在する河南町は面積69,21面、人口18,670人 (平成元年 12

月31日 現在)の町で、宮城県の東部に位置し、石巻市の北西に隣接する。旧北上川は町の北部で

圧合川と合流して石巻湾に注いでおり、その南側の沖積平野となだらかな丘陵地が町域を形成

している。

東に標高60～ 90mの、通称須江丘陵、西に箆岳丘陵から続く標高70～ 170mの、通称旭山丘陵、

北に最高所 173mの和淵山とこれに連なる丘陵を配している。町の中央には低坦地があ り、



I-2 遺跡の歴史的環境

江戸時代には用水確保のた

め広淵沼が造られたが、大

正10年から昭和 3年にかけ

て千拓され水田地帯となっ

ている。

須江丘陵は、小竹地区

を狭んで大きく南北に二

分される。本遺跡は丘

虚

陵南部の、ほば中

央の頂部及び斜面
3ざ

に立地しており、

頂部の標高は50～

65mである。現況
第 1図 河南町位置図

の大部分は杉や雑木の山林で、他にわずかの畑地がある。

本遺跡は砂岩、黒色粘板岩、縞状頁岩、花嵩岩質岩の礫からなる中新統 :追戸層 (佳景山礫岩

部層)が基盤をなし、その上に砂岩とツル ト岩の互層を主体とする鮮新統 :表沢層、さらに最上

部には砂質ンル ト岩と砂岩の互層を主体として上部に陸成的な粘土質シルト岩が発達している

鮮新統 :俵庭層の堆積がみられる(滝沢・神戸・ 久保ほか :1984.3)。

2.遺跡の歴史的環境

町内では、関ノ入遺跡の所在する須江丘陵やその西に位置する旭山丘陵を中心に多数の遺跡

が分布している。これらの遺跡について、時代別にかれてみたい。

旧石器時代の遺跡は、現在のところ発見されていない。

縄文時代の遺跡は17ケ所確認されている。この中で、型式名のわかる土器を出上しているの

は 6遺跡である。桑柄貝塚はカキを主体とした鍼水産貝塚であり、前期 (上川名Ⅱ式)の遺物を

包合する。関ノ入遺跡では、前期 (大木 2式 )、 中期 (大木 8a式 )、 後期の遺物が出土している。
註 1

朝日貝塚はヤマトシジミを主体とした汽水産貝塚であり、中期 (大木7b、 8a、 8b式 )の遺物を包

合する(藤沼 。小井川ほか 119893)。 須江糠塚遺跡からは中期 (大木 9式 )の遺物が出土してい

る(高橋・阿部 :19873)。 宝ケ峯遺跡は縄文時代後期の上器型式「宝ケ峯式」の標式遺跡として、

学史的にも有名である(伊東信雄 :19573、 松本彦七郎 :19195、 19199)。 ここでは後期 (南境

式、宝ケ峯式、金剛寺式 )、 晩期 (大洞 B、 BC、 Cl式 )の遺物が出上している。俵庭遺跡から

は後期 (南境式)の遺物が採集されている。他に前山遺跡、小崎遺跡、長者平遺跡等があ り、

。
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I-2 遺跡の歴史的環境

No 遺 跡 名 種  別 時   代 No 遺 跡 名 種 別 時  代

1 須江糠塚遺跡
集落跡

窯 跡
古墳、奈良・

平安、中世
小 崎 遺 跡 包含地

縄文、奈良
平安

2 須江瓦山窯跡 窯 跡 平安 大 田 沢 遺 跡 包合地 縄文、古代

3 池 袋 囲 遺 跡 包含地 前 山 遺 跡 包含地
縄文、奈良・

平安

4 広 渕 沼 遺 跡 包含地 黒 沢 A遺 跡 包含地 縄文、古代

う 宝 ケ 峯 遺 跡 包合地 縄文 (中～晩 ) 黒 沢 B遺 跡 包含地 縄文、古代

6 朝  日 貝 塚 貝 塚 縄文 (中 ) 箱清水 A遺 跡 包含地 縄文(後 )、 古代

7 本 鹿 又 遺 跡 包含地 弥生 箱清水 B遺 跡 包合地 縄文、古代

8 桑 柄 貝 塚 貝  塚 縄文 (前 ) 箱清水寺脇遺跡 包含地 縄文

9
跡
的
城

田
田野
煮
塩
嘘

城 館 中世 小 友 遺 跡 包含地 古代

宿 屋 敷 跡 城 館 中世 高 森 山 遺 跡 包含地 古墳、古代

要 害 館 跡
(館  山  館) 城 館 中世 大 沢 A遺 跡 包含地 縄文、古代

跡

魏

館

屋

田

田

武

倣
城 館 中世、近世 大 沢 B遺 跡 包含地 縄文

柏 木 館 跡 城 館 大 沢 C遺 跡 包含地 縄文

小 崎 館 跡 城 館 近世 夷 田 館 跡 城館 近世

草 田 館 跡 城 館 中世 代 官 山 遺 跡 包合地 古代

跡

鍮

館

谷

多

地

士詈
偏

城 館 中世 桑 柄 遺 跡 包含地 古代

木 村 館 跡 城  館 中世 新 田 A遺 跡 包含地 古代

新 庄 館 跡
(駒  立  館) 城 館 中世 新 田 B遺 跡 包含地 古代

駒 場 館 跡 城 館 代官山横穴古墳群 横穴古墳 古墳、古代

俵 庭 遺 跡 包含地
縄文 (中・後)、

弥生、古代
失 返 遺 跡 包含地 古墳、古代

跡

助

館

道平

者

者

長

帳

包含地

城 館 縄文、中世 奈 良 山 遺 跡 窯 跡 古代、江戸

関 ノ 入 遺 跡
集落跡
窯 跡

縄文(前・中・後)

奈良、平安、中世

青 木 館 跡
(林  光  館) 城 館 中世

第 1表 遺跡地名表

/
/



時 代

地
縄文、奈良。

平安

地 縄文、古代

子引也
縄文、奈良・

平安

地 縄文、古代

ゴ地 縄文、古代

地、ニコ 縄文(後 )、 古代

卦地 縄文、古代

地ヽユヨ 縄文

針地 古代

劣地 古墳、古代

参地 縄文、古代

含地 縄文

含地 縄文

館 近世

含地 古代

含地 古代

含地 古代

含地 古代

古墳 古墳、古代

含地 古墳、古代

跡 古代、江戸

館 中世

＼ 《 ノ
LL il 一一一~~1‐

~f

モfI`
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第 2図 河南町の遺跡
(国土地理院  1:25,000を 複製 )



I-2 遺跡の歴史的環境

その多くは、旭山丘陵とその麓部で平坦地と接する縁辺に立地している。しかし、その性格は、

貝塚を除いては、不明といわざるをえない。

弥生時代の遺跡は 2ケ 所確認されている。本鹿又遺跡では旧北上川の河床から中期(大泉式 )

の遺物が出土している。俵庭遺跡からは、土器は出上していないが、アメリカ式石鏃が採集さ

れている。

古墳時代の遺跡は 5ケ所確認されている。須江糠塚遺跡では前期 (塩釜式期)の住居跡が 7軒

検出されている。いずれも方形を基調とするもので、丘陵の尾根上平坦面に立地している。新
註 1

田A遺跡からは前期 (塩釜式)の土器が採集されている。後期では代官山に横穴古墳群の存在が

確認されている。他に古墳時代の遺跡として高森山遺跡、矢返遺跡がある。

奈良・平安時代になると、遺跡数が増加し、現在のところ22ケ 所確認されている。発掘調査

によって内容が明らかにされた関ノ入遺跡では、奈良時代前半と平安時代前半の竪穴住居跡31

軒 (国分寺下層式期 4軒、表杉ノ入式期18軒、不明 9軒 )、 9世紀後半から10世紀前半にかけて

の窯跡 6基が検出されている。また、昭和61年度に調査された須江糠塚遺跡からは奈良時代後

半から平安時代初期にかけての住居跡 9軒、 9世紀後半から10世紀前半にかけての窯跡 6基が

検出されている。須江瓦山窯跡には平安時代の瓦や須恵器を生産した窯跡群がある。瓦の一部

は牡鹿郡衛、あるいは牡鹿柵跡と推定される矢本町赤井遺跡に供給されている(三宅・進藤・茂

木 :1987.3)。 以上のように、須江丘陵は奈良・平安時代の遺跡が多く、特に、平安時代には一

大土器生産地であったと推測される。

中世以降になると、旭山や、須江の丘陵上など14ケ所に城館が築造されている。長者館跡 (長

者平遺跡)は金売吉次の仮屋敷跡 (藩政期には小島嘉右衛門の除屋敷跡とも言われる)の言い伝

えがある。糠塚館跡 (須江糠塚遺跡)は、古代の「中山柵跡」に擬定されたこともあり(鈴木省三 :

192412、 清水東四郎 :192412)、「仙台領内古城書上」によれば、東西20間、南北16間の規模で、

館主は須藤勘解由左衛門であるとされている (イ山台叢書 :1971)。 塩野田城跡は東西21間、南北

27間、館主は須藤勘解由左衛門 (一説には矢代斎二郎)と 伝えられている (「安永風土記」)。 夷田

館跡は葛西家家臣夷田氏の居館と伝えられている (「風上記御用書上」)。 多くの館跡は年代、館

主共に不明である。

また、鹿又地区、須江地区を中心として、町内には、現在のところ85基の板碑が確認されて

いる。紀年銘の判別できるものの中で最古は弘安元年 (1278年 )、 最新は文明10年 (1478年 )の も

のである(佐藤雄一 :1986■ )。 残念ながら、多くの板碑は原位置を保っていない。

江戸時代になると、新田開発や旧北上川を利用しての舟運が盛んになる。この時代の遺跡と

しては、陶器を生産したと考えられる奈良山遺跡がある。

註1 採集された遺物の一部は、町教委が保管している。



Ⅲ 調査の方法と経過

Ⅲ.調査の方法と経過
今回の発掘調査は、関ノ入地区開発計画区域内に『官城県遺跡地図』(宮城県教育委員会 :1988.

1)登載の周知の遺跡である関ノ入遺跡が所在するため、遺跡の立地する丘陵頂部平坦面及び斜

面を対象として実施したものである。

昭和62、 63年度に実施した詳細分布調査によって、調査区内の遺構の分布が把握され、遺構

が点在することがわかった (中野裕平 :1988.3、 1989,3)。調査区は、分布調査時と同様に、A

区、B区、 C区、D区、 E区に区分した。また、グリッドの設定及び表記についても、分布調

査時の原点を基に 3m単位で設定し、東西方向をアルファベット、南北方向をアラビア数字で

表し、両者の組合せでグリッド名を表した。

効率的に調査を進めるため、重機を用いて表土を除去し遺構を確認した。遺構の検出は、分

ク■ド

ざ荘卜t
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＞
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●窯跡確認地点 (1990131現在 )

第 3図 調査範囲と周辺の地形





Ⅳ 基本層序

布調査で確認されている地点とその周囲を調査する方法を採 り、その範囲を徐々に広げた。調

査はD区、B区、 C区、 E区、A区の順で進めた。その結果、竪穴住居跡31軒、掘立柱建物跡

2棟、窯跡 9基、粘土採掘坑跡 6基、井戸跡 1基、焼土遺構50基、土羨75基、溝状遺構26条、

遺物包含層 1枚を検出した。このうち、竪穴住居跡 8軒は未調査のまま埋め戻して保存するこ

とにした。

検出した遺構の実測図は、基本的に,イ図で作成し、広範囲にわたるものについては%御、1蒜 ,図

を併用して作成した。

発掘調査は昭和63年 7月 4日 から始め、一部調査の完了した平成元年 6月 3日 に現地での説

明会を開き、同年10月 30日 までに遺構の各種実測図、写真、及び文章記録等の記録化を全て完

了し、調査を終えた。

なお、本概報では、報告に際し煩雑さを避けるため、分割したA区、B区、C区、D区、E

区の区分を取 り払い調査区全体について記載した。

Ⅳ.基 本 層 序
調査区は大きく丘陵頂部平坦面、緩斜面、及び急斜面に分けられる。これらの各面の層序に

は多少の相違はあるものの、基本的には同一の層準を示している。

〔I層〕褐(10Y R,4)色 のシルトである。本遺跡の表上で、全域にみられる。粘性はなく、し

まりに欠ける。層厚は丘陵頂部平坦面では 5～ 15伽、緩斜面では30～ 40cm、 急斜面では10～ 30

cmである。現況の大部分は山林であるが、畑地となっているところでは撹乱を受けている。少

量の土師器、須恵器を含む。

〔Ⅱ層〕にがい責褐(10Y R'r～ 10Y R/)色のシルトである。丘陵頂部平坦面や調査区東側の

南に面する斜面を除く、ほば全域にみられる。 I層 より粘性があり、しまりに欠け、礫をまば

らに含んでいる。層厚は緩斜面では25～ 35clll、 急斜面では 5～ 25伽である。少量の石器、縄文

土器、土師器、須恵器を含む。

EⅢ層〕暗褐(10Y R/～ 7 5YRイ )色の砂質ツルトである。調査区の北側を沢に沿って走る町

道「茄子川 。関ノ入線」より北西の東に面する斜面と1号窯跡灰原の周囲にみられる。粘性が

強く、かたくしまった土である。層厚は10～ 50clllである。少量の縄文土器、土師器を合む。

〔Ⅳ層〕黄褐(10Y R晃
´
)色、またはにぶい黄橙 (10Y R'′ r)色のシルト質粘土である。本調査区

の地山で、全域にみられる。ほとんどの遺構は本層上面で確認されている。

〔V層〕明赤褐(5YR/)色 のツルト質粘上である。

〔Ⅵ層〕灰黄(25Yテ′

`)色

の粘上である。調査区東側から検出された粘土採掘坑跡の壁面で確認

されている。
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V.検出された遺構 と出土遺物の概要
関ノ入遺跡の発掘調査によって竪穴住居跡31軒、掘立柱建物跡 2棟、窯跡 9基、粘土採掘坑

跡 6基、遺物包合層 1枚、焼土遺構50基、土羨75基、井戸跡 1基、溝状遺構26条が検出された。

これらの遺構にともなって、土器や石製品など多数の遺物が出上した。ここでは各種の遺構の

概要を記述し、さらに、その中から代表される遺構を抽出して詳細を報告する。

なお、検出された遺構と出土遺物に関するデータには、図や表を多く用いることに努めた。

竪穴住居跡は31軒検出された (第 2表 )。 そのうち 8軒 (20、 21、 24、 25、 26、 27、 28、 29号住居跡)が

保存措置に計画変更されたため、完掘したのは23軒である。平面形はいずれも方形を基調とす

るものである。また、住居跡の大半が斜面に立地しているため、長い年月の間に自然によって

削平をうけ、その全容を知 り得るものは少ない。

1、 2号住居跡は調査区西側の丘陵頂部付近に位置し、南西に面した緩斜面に立地している。

減 平 面 形 規 模 (m)
長軸 ×短軸

柱  穴
の
韮
ト

溝局

有

色

灰

白

山

灰

火 考 時   期

I号住居跡 正方形又は長方形 2回 検出 Чヒ 壁 有 未検出 天災焼矢住居。鷲蔵穴状 ビッ |。 壁柱穴。 表杉 ノ入式期

2号住居跡 長 方 形 4個 検出 北 壁 茉杉 ノ入式期

3号住居跡 上 方 形 1個検出 東 壁 末検出 貯蔵穴状 ピット。床溝。 表杉 ノ人べ期

4号住居跡 正方形又は長方形 末 検 出 未検出 有 末検出 表杉 ノ入式期

5号住居跡 上 方 形 十回検出 北 壁 有 貯蔵穴ヒ′|。 壁柱穴。外延溝。 表杉 ノ入式期

6号住居跡 正 方 】 末 検 出 未検出 有 米検出 明

,号住居跡 正方形又は長方形 2個検出 北東壁 有 木検出 貯蔵穴状ビット。床溝。 夫杉 ノ人式期

8号住居跡 正方形又Iよ長方形 篇 壁 有 貯蔵穴状 ビッ 表杉ノ入式期

9号住居跡 正方形又は長方形 1側検出 木検出 有 貯蕨穴状ピフト 表杉 /人 式期

10号住居跡
(古 )ほ ば工 方形
(新】長  方 形 3個検出 東壁 ? 有 末検出 床濡。壁柱穴。外延務。外周lk。 表杉 ノ入式期

11号住居跡 正方形Rは長方形 未 検 出 東  壁 有 未検出 10号住居跡上面を整地して構築。 表杉 ノ人式期

12号住居跡 正方形又は長方形 2個検出 北西壁 有 未検出 結蔵穴状 ビ 国分寺下唐式期 ?

13号住居跡 正方形又 ( 兵方形 未 検 出 未検出 有 未検出 貯蔵穴状ヒ 夫杉 ノ入式期

14号 住居跡 正方形又は長方形 2簡検出 末検出 布 末検出 芙杉 /入式畑

15号住居跡 正 方 形 6個検出 未検出 有 未検出 貯蔵穴状ピッ|。 床溝。壁柱穴。外廷満。 表杉 ノ入太期

16号住居跡 正方形又は長方形 2個検出 北西壁 有 未検出 貯蔵穴状 ビ ノ 国分寺下層式期

「7号住居跡 正方形又 tよ長方形 6回検出 引ヒ 壁 未検出 貯蔵穴状 ピ ント。床浦。 目分寺下層式期

ta号住居跡 正方形又は長方形 4個 検出 未検出 末検出 火災焼失lF居 ?。 壁柱穴。 芙杉 ノ入式期

「9号住居跡 正方形又は長方形 未 検 出 に 壁 布 未検出 回今寺下層式期

20号住居跡 正方形又は長方形

21号住居跡 正方形又は長方形

22号住居跡 正方形又t工長方形 1個検出 末検出 有 木検出 表杉 ノ入式期

23号住居跡 正方形又は長方形 未 検 出 北爽hT 衷杉 ノ人式期

24号住居跡 正方形又 tよ長方形

25号住居跡 正方形又は長方形

26号住居跡 正方形又は長方形

27号住居跡 正方形又は長方形

28号住居跡 正方形Rは長方形

2e号住居跡 正方形又は●‐方形

30号住居跡 正方形又工f‐ 方形 2個検 I「I 東壁 ? 貯咸穴1た ピット。床巌。壁柱穴。 表杉 /人 式翔

31号住居跡 正方形又は長方形 4個 検出 南束壁 貯蔵穴状ビッ|。 床溝。壁柱穴。 夫杉 /入 式期

第 2表 関ノ入遺跡から検出された住居跡

居住
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1辺 6m前後の方形を基調とするもので、どちらも北壁にカマ ドを有する。 1号住居床面の南

半部には広範囲に強い火熱の痕跡が認められ、火災に遭ったものと思われる。 3、 4、 5号住居

跡は調査区中央を東西に分ける沢の西側に位置し、3、 8号窯跡等と共に東に面する比較的急な

斜面に立地する。 1辺 5m前後の方形を基調とするものである。カマ ドは 3号住居跡では東壁

に、 5号住居跡では北壁に付設されていたが、 4号住居跡からは、削平のためか、検出されな

かった。前述の沢を侠んで、調査区東側からは、24軒の住居跡が検出された。 7～ 29号住居跡

は南に面する急斜面に群在し、その南側の平坦面に 6号住居跡が立地している。平面形はいず

れも方形を基調としているが、規模は 1辺約 3～ 7mで、均―ではない。カマ ドは12、 16、 17、 19

号住居跡では北側に、 7、 10、 H、 22、 26号住居跡では東側に、 8号住居跡では南側に位置してい

る。30、 31号住居跡は調査区】ヒ側を沢に沿って走る町道「茄子川・関ノ入線」の北西に位置し、7

号窯跡等と共に南に面する斜面に立地する。平面形は 1辺約 5mの方形を基調とするもので、

カマ ドは東側に付設してある。

これらの住居跡の中には、住居内の周溝や周溝から続く貯蔵穴状ピットに接続し、住居外の

註 1

斜面下方に延びる溝 (外延溝)が付設してあるもの (5、 10、 15号住居跡)や、住居の 3辺を囲むよう
註 2

にレ刊状に巡らされた溝 (外周溝)が検出されたもの(10号住居跡)がある。

今回の概報では、特徴ある施設を持つ10号住居跡、豊富な遺物を出上した 1、 16、 17号住居跡

の詳細を報告する。なお、ピットや土器の破片資料に関するデータは害1愛 した。

1号 住 居 跡

〔確認面〕基本層序Ⅳ層から確認された。

〔重複・増改築〕北壁の一部で 8号焼土遺構に切られている。

〔規模・平面形〕北西隅を除いた北壁と東壁の一部が検出されたが、その他の部分については

削平のため検出されなかった。残存する耳ヒ壁と東壁の幅はそれぞれ576m、 482mである。 1

辺が 6m前後の正方形、または長方形であると推定される。

〔竪穴層位〕竪穴層位は

2層に大別されるが、い

ずれも自然堆積層である。

〔壁〕基本層序Ⅳ層から

なり、最も保存の良い北

壁下では (崩落部分も合

める)45cmの 高さで残存

している。床面から急な

士 色 上    性 堆積範囲

にヽい黄褐 10Y Rll 少五の炭化物を含。

竪穴層位
第 1層褐10Y R' 少量の炭化秘、焼上を含。

にどい黄褐10Y R' 黄褐10Y R'`絡 土質フル|を斑状に含。炭化物を含。

得10Y R 粘土質レ によい黄褐10Y RPiゥ ルトを斑状に含。炭化物を含。
竪穴悟位
第 2層褐10V R44 粘土質ンル ト 炭化物、焼 とをケ登に含。黄登10YRえ粘■をブロック状に含∫

に
「
い黄褐tOYRIょ 粘土質ツ

'長
の焼上を含。

褐10VR41 砂 蜜 少丑の炭化 4・v、 焼上を含。 周  潜

褐10Y R 砂 賓 ンル ト 炭化物、廃上を合。 貯 セ

にがい黄褐10YR'れ ケ量の炭化物、嘘上を含。

によい黄笛10V R夕 H 粘土質ラ 少量の炭化物、焼上を含。

黒 IB10Y R を量の炭化物、少見の焼上を含。寅橙10Y RTぶ粘土をアロ′ク状に含

第 3表  1号住居跡堆積土



V-1 住居跡

角度で立ち上がるが、ほとんどの壁の上半部に崩落の痕跡が認められた。

〔床面〕基本層序Ⅳ層を床面としており、凹凸はない。床面 レベルは北西隅が最も高く、南東

になるにつれて、徐々に低くなる。全体的にややかたい。床面南半に強い火熱の痕跡が認めら

れた。
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‐
「‐ｔ、一一

年

―

―
一

0           5          10cm

種 層  位 外 面 底  部 内 面 備

土師器不 周  溝 ロタVナア、笹7 5YRIド 暦十・ 黒色処理 図版 2-1

土師器rTN 周  滋 ロクロナア、笹7 5Y RI 磨キ・黒色処理 OYRI

土師器亦 床  面 ロクロナア、明赤褐3YR'さ 磨キ・黒色処理 OY R11

土師器雰 周 溝 ア・削り、歴7 5YRT` 回転糸切 り 磨キ・ 黒色t■理、黒10YR17

赤焼き土器ネ 周 滴 クロナア、flJl芸褐10YRIヽ 回 転 糸 切 ナデ、笹75YR比 図版 2-2

赤焼き土器不 層N98 にぷい黄獲 10Y R「 リア、笹7 5YR

赤焼き土器不 層No 5 ナデ、橙5YR'A 回転糸切 う ロクロナア、にぷい黄燈iOY RL

土師器交 周 fr 十ア・削り、明黄褐10Y RI Fク ロナデ・箆ジア、色調外面と同と

上師器甕 周 溝 ナア・削り、燈5YR'ム ロクロナア・箆ナア、色調外面と何と

第 6図  1号住居跡出土遺物(1)



V― と 住居跡

10Cm

第 7図  1号住居跡出土遺物(2)
種   別 層位 面 底部 内 面

上師器鉢 周溝 ロクロナデ、澄7 5YRI ナデ、茂責笹7 5YR⇒ F

〔柱穴〕 7個のピットが検出された。ピット1、 2は柱穴と考えられる。また、西壁とその付近か

ら検出されたピット3、 4、 5、 61よその配置から壁柱穴と考えられる。ピット7は柱穴とは考えられ

ない。

〔カマド〕北壁に位置しており、燃焼部底面と煙道の一部が検出されたが、その他は検出され

なかった。燃焼部は長さ1.80m、 幅106mの長円形で探さ19cmに掘 りくばめられている。煙道

部は一部が検出されたのみで、その規模は不明である。燃焼部底面と残存する煙道部の一部は

火熱によって赤変していた。

〔貯蔵穴状ピット〕 1個検出された。長軸1,10m、 短軸0,82mの不整円形を呈する。堆積土は

単層 (層配8)である。底面には火熱をうけた痕跡が認められた。

〔周溝〕壁と同様に全部は検出されなかったが、壁沿いに一周すると推定される。幅12～ 75cm

深さ 4～ 1 l clll、 断面は「 U」形である。底面 レベルは北西隅が最も高く、南東隅に近づくにつれ

て低くなる。

〔出土遺物〕床面、周溝を中心に土器の一括資料が出土した (第 6、 7図 )

10号 住 居 弥

〔確認面〕H号住居跡貼床下面および基本層序 V層から確認された。

〔重複・増改築〕H号住居跡、13号溝状遺構と重複している。■号住居跡の床面は本住居跡の

覆土上面を整地して形成していることから、本住居跡の方が古い。また、北壁と西壁の直下、

およびその内側に各々 1こ ずつの周溝が検出された (北壁の内側では一部が段状に検出された)。

各々の周溝の間には人為的に粘土を貼 り、高さ5～ 12cmの段状に構築している(層配9)こ とから、

当初の住居の範囲は外狽1の周溝までで、その後、内側の周溝まで縮小した可能性がある。しか

し、外側の周溝の堆積土は内側のそれと同一で、さらに、新旧関係も認められないことから、

外側の周溝は縮小された時点でも機能していたと考えられる。

〔規模 。平面形〕縮小以前の住居跡は南北4.16m、 東西4.48mの ほぼ正方形、縮小後のものは



卜出土遺物(2)
種  別 層位 外 面 底部 内 面

上師器鉢 周濤 ロクロナア、橙7 5YR% タロナデ、渋黄笹7 5YR%

卜が検出された。ピット1、 2は柱穴と考えられる。また、西壁とそ
の付近か

〕、4、 5、 6はその配置から壁柱穴と考えられる。
ピット7は柱穴とは考えられ

置しており、燃焼郡底面と煙道の一部が検出されたが、そ
の他は検出され

民さ1.80m、 幅1.06mの長円形で深さ19clllに掘 りくばめられている。煙道

たのみで、その規模は不明である。燃焼部底面と残存する煙道部
の一部 tよ

てモヽた。

1個検出された。長軸1.10m、 短軸0.82mの 不整円形を呈する。堆積土は

底面には火熟をうけた痕跡が認められた。

全部は検出されなかったが、壁沿いに一周すると推定される。幅
12～ 75clll

は「 U」形である。底面レベルは耳ヒ西隅が最も高く、南東隅に近
づくにつれ

周溝を中心に土器の一括資料が出上した (第 6、 7図 )

:跡 ・ ― ―i

跡貼床下面および基本層序Ⅳ層から確認された。

号住居跡、13号溝状遺構と重複している。H号住居跡の床面は本住居跡の

形成していることから、本住居跡の方が古い。また、北壁と西壁
の直下、

々 1こ ずつの周溝が検出された 0ヒ壁の内側では一部が段状に検出され
た)。

1人為的に粘土を貼 り、高さ 5～ 12clllの段状に構築している(層配9)こ とから、

こ外側の周溝までで、その後、内側の周溝まで縮小した可能性
がある。しか

ヨ積土は内側のそれと同一で、さらに、新旧関係も認められな
いことから、

|れた時点でも機能していたと考えられる。

ヨ小以前の住居跡は南北4.16m、 東西4.48mの ほぼ正方形、縮小後のもの1よ
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第 8図  10号住居跡



V-1 住居跡

南北3.58m、 東西4.12mの長方形である。いずれも南西隅だけが検出されなかった。

〔竪穴層位〕 2層に大別されるが、 1層は粘土ブロック(黄橙10Y Rテ ょ)を多く含んだ人為堆積

層と考えられる。 2層は自然堆積層である。

〔陛〕基本層序Ⅳ層からなり、最も録存の良い北東隅下では35cmの 高さで残存している。床面

から急な角度で立ち上がる。

〔床面〕基本層序V層を床面としており、凹凸はない。床面レベルは北西隅が最も高く、南東

隅になるにつれて、徐々に低くなる。全体的にかたい。なお、床面にはピット1か らのびる構

が認められた。幅 7～ 12clll、 深さ4～ 6 cm、 断面は「 U」形である。この溝はピット1か ら離れ

るにつれて徐々に底面レベルを減じながら、南東隅で周溝に接続する。

〔柱穴〕12個のビットが検出さ

れた。ピット1、 2、 3、 4は柱穴と考

えられる。ビット5、 6、 7、 8、 9、 10

はその配置から壁柱穴と考えら

れる。ピット11は柱穴とは考え

られない。

〔カマド〕明確にカマドと認め

土    色 土    世 備 唯 積 範 囲

褐7 5YR% 砂質ツル ケ登の黄橙nYR%務 土をブ P′ ク状に含。炭化物、焼土を含。
墜 穴 1唇

暗褐7 5YR'1 砂質ン ケ量の黄避ЮYttT`絡上をメロンク状に含。炭化物、焼土を含。

明黄褐10Y R'` 粘    上 少量の暗褐7 5Y R34砂 質ノルトを斑状に含。 竪 穴 ,婚

IB7 5Y R)i 砂質ンル 明黄褐 10Y R%粘 土をブロ ック状に含。
周   歳

明蓑褐10Y R'` 粘   上

褐75YR'ど 砂質ツル I 獲7 5YRえ粘土を細かいノロック状に含。

外 F.l 構セ蚤7 5Y Rιょ 粘   上

褐7 5YR猪 卜質砂 笹F5YRI`粘土を細かいアロック状に含。徴豊の炭化物を含

淡黄2 5YrF 粘   上 笞7 5V RTfFl上 をメロック状に含。 掘 つ,埋 十

第 4表 10号住居跡堆積土

0            5           10Cm

種   別 唇位 面 底  部 内 面

須恵器外 床 面 ロタロナデ・回転削り、F/k白 10Y'i 回転削 り ナア、色調外面と同 じ

上師器鉢 床 面 横ナデ・削り、灰白25Y→ど 肖J  り 横ナデ・ 箆ナア・ ハアメ・ ナア、色調外面と同せ

上師器霊 床 面 削り、明赤褐5YR'` 木 葉 lFt 箆ナデ、褐灰7 5YRl

上師器変 床面 削り、暗赤褐 5VR'6 木 葉 痕 ナア、にがい褐7 5VR'1

第 9図  10号住居跡出土遺物(1)



V一 l 住居跡

られる施設は検出されなかったが、東壁中央下に強い火熱をうけた焼面が検出された。その位

置にカマドが付されていた可能性が強い。

〔周溝〕全部は検出されなかったが、縮小前の周溝(外側の周溝)は全周するものと推定される。

縮小後の周溝は北壁の約半分を除いて巡らされたものと思われる。両周溝とも幅 7～ 42cm、 深

さ5～ H釦、断面は「 U」形である。縮小前の底面レベルは相対的に10伽程高い。縮小前、縮小

0             5            10Cm

種   別 層  位 面 底 部 面

土師器杯 外周溝底面 ナデ・肖Iつ 、にどい燈75VR'1 肖〕 つ 磨キ・ 黒色処理、黒 10Y RI!

土師器芥 層Ne 7 ナデ、波黄橙7 5YRd」 不  明 藩十・ 黒色処理、黒10YR17

須意器邦 外周潜蹟面 ナア、灰白10Y'j ナデ、色調外面と同 じ

須葱器IT 外周溝底面 ナア・回転肖!り 、灰白10Y'1 回転削 り ナア、色調外面と同 と

須恵器雰 外周議底面 ナデ・ 回転肖!り 、オサーブ灰ワ5C Y61 回転糸切 ウ・ 回転削 り ナア、色調外面と同ビ

上師器整 外周溝底面 ナア・ 削 り、明赤褐 SYR覧 ナア、色調外面と同 じ

須恵器葵 外周溝底面 「F目・削り、灰白10Y'f 箆ナデoナア、色調外面と同ど

第10図  10号住居跡出土遺物(2)



V-1 住居跡

後における周溝の底面 レベルはいずれも北西隅が最も高く、南西隅に近づくにつな́て低くなる。

〔その他の施設〕周溝の南東隅から住居外急斜面 (南東)に向かってのびる溝 (外延溝)が検出さ

れた。長さ1.22m、 幅26cm、 断面は「 U」形である。住居から離れるにつれて底面 レベルは低く

なる。また、南西～北東の幅9.30mに わたって、住居の 3方を囲む溝 (外周溝)が検出された。

この溝は丘陵斜面 (南東)に対して開口しており、平面形は「口」形を呈している。北西部で一部

途切れる部分も認められたが、削平によるものと考えられ、基本的には連結するものと考えら

れる。なお、溝の西側ではピットが 1個検出され、ピット以南の部分とそれ以外の部分の接続

部では、底面 レベルで12cmの比高差が認められた。溝の最大幅78cm(壁崩落部分を含む)、 最も

保存の良い中央部では52clllの 深さで残存している。断面は「 U」形を基調としている。底面 レベ

ルは北西壁下が最も高く、開口部に近づくにつれて低くなる。

〔出土遺物〕床面、および外周溝底面を中心に土器の一括資料が出土した (第 9、 10図 )。

16号 住 居 跡

〔確認面〕基本層序Ⅳ層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模 。平面形〕北西壁全部と北東壁、南西壁の各一部が検出されたが、その他の部分につい

ては削平のため検出されなかった。北西壁の幅は6.84m、 残存する北東壁と南西壁の幅はそれ

ぞれ3.74m、 1.68mで ある。6.84m× 6m前後の正方形、または長方形であると推定される。

〔竪穴層位〕竪穴層位は 2層に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕基本層序Ⅳ層からなり、最も保存の良い西隅では37clllの 高さで残存している。床面から

急な角度で立ち上がる。

〔床面〕基本層序Ⅳ層を床面としており、凹凸はない。床面レベルは西隅が最も高く、南東に

なるにつれて、徐々に低くなる。全体的にかたい。

〔柱穴〕 7個のビットが検出された。ピット1、 21よ住居外に位置するが、掘 り方、柱痕跡が認め

られ柱穴と考えられる。ま

た、耳ヒ西壁から検出された

ピット5はその位置から壁

柱穴と考えられる。その他

は柱穴とは考えられない。

〔カマド〕北西壁に位置し

ており、燃焼部と煙道部が

検出された。燃焼部は奥行

土 土  性 考 採取層名 堆積範囲

黒褐5YRち 砂質フ 炭化物、焼■を

'提
に含。 I  層 竪穴 1層

褐7 5YRIR 粘    土 径5mの明黄褐19Y R'(粘■をメロック状に
'た
に舒。 2  層

竪穴 2階暗褐7 5YR'と 粘    上 少量の明黄褐10Y R's精土を細かいアロック状に含。

黒褐7 5VR'ヶ 砂 質 粘 土 微量の明黄褐10Y R'ど粘上をブロィク状に含。
周  溝極暗褐7 5YRデ Fl17質 粘 土 少量の明黄褐10V R'sIIh上 をブロック状に含。

褐7 5YRl` Fh   土

暗褐7 5YR'j 砂質 フル 微■の炭化物、鹿土を含。

8 暗褐7 5Y RII 少■の焼上を含。

褐,SY R' 精   土 明黄褐10Y R'`精■をアロック状に含。
マ
橘
力
堆暗赤褐5YR'さ 精   上 ケ量の焼土を含。

暗赤褐2 5YR3 粘    上 微量の炭化物、焼土を含。

極暗褐7 5YR? 砂 質 粘 ■ 微量の炭化物、焼とを含。

第 5表  16号住居跡堆積土
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第11図  16号住居跡

き0.84m、 幅122mである。煙道部は長さ1.06m、 幅26ctll、 底面は先端に近づくにつれて高く

なる。先端からは煙出しピットが検出された。なお、燃焼部内部は火熱によって赤変しており、

支脚と考えられる石が 2個、燃院部底面に据えてあった。

〔貯蔵穴状ピット〕 1個検出された。層配 3が堆積するもので、直径36cm、 深さ10cmの 円形を

呈する。

〔周溝〕壁と同様に全部は検出されなかったが、壁沿いに一周すると推定される。幅16～ 40cm、

深さ7～ 15cm、 断面は「 U」形である。底面レベルは西隅が最も高く、東隅に近づくにつれて低
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V― l 住居跡

妻
・羮

ヽ

¨

5

種   別 層  位 底  部 面

上師器lTN 床  面 横ナデ・削り、にポ■蓑橙10Y RF 債ナア・磨十、色調夕1面 と同

上師器杯 床  固 磨キ・ 削 り、によい黄に 10Y R 磨十・ 黒色処理、黒 10V R

L師器芥 周 譜 磨キ、笹5YR 潜十・黒色ll理、赤黒2 5YRI

土師器杯 床  面 横ナア・ ヤ タノ、に_(iい黄笹 10■ R 磨十・果色処J里、黒F5YRl

土師器II 層Ne 2 横ナア・肖‖り、麓7 5Y R66 ・黒色tt理、黒T SYRl'

土師器受 床  面 横サア ー サ メ、褐「 5Y R寸 木策兵 箆)ア・ ′ヽウメ、色調外面と同 t

上師器莞 層�,0 積ナテ・′ヽヶメ、明赤褐うヽ R' 横
'ア
・免■ア・ ^ケ メ 色調夕1面 とrllと

と師器菱 床  面 横ナデ・ハケズ、褐7 5YRI 木斐痕 ■
'ア
・ハケス、明赤49jヽ YRれ

第12図  16号住居跡出土遺物(1)



V-1 住居跡

0            5            10Cm

種   別 層   位 外 面 底  部 面 備 考

i師器箆 卜底α蒟 横ナア・ ′ヽケ /、 赤灰2 3YR4 木葉痕 俺オデ●̂ ケ メ、褐灰5Y黒

土師器甑 床 面 直 上 債ナナ・肖‖り・フサ メ、鰤 YR'、 暦キ・削り、色調タト面と同ピ

第13図  16号住居跡出土遺物(2)

くなる。なお、カマドの下は半載した土師器甕を天丼にしてトンネル状に構築してある。

〔出土遺物〕床面を中心に土器の一括資料が出上した(第 12、 13図 )。

17号 住 居 跡

〔確認面〕基本層序Ⅳ層から確認された。

〔重複 。増改築〕13号溝状遺構が本住居の覆土上層を切っている。

〔規模・平面形〕カマドを除いた北壁と東壁、西壁の各一部が検出されたが、その他の部分に

ついては削平のため検出されなかった。東西6.00m、 残存する東壁、西壁の幅はそれぞれ420

m、 5,14mである。東西600m、 南北 6m前後の正方形、または長方形であると推定される。

E竪文層位〕竪穴層位は 3層に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕基本層序Ⅳ層からなり、最も保存の良い北西隅では54∽の高さで残存している。床面か

ら急な角度で立ち上がる。

〔床面〕基本層序Ⅳ層を床面としており、凹凸はない。床面レベルは北西隅が最も高く南東に
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V-1 住居跡

Ⅷ

ヤ

0            5            10cm

種   別 層 駐 面 底  部 内 面

土師器甑 貯蔵穴ビ ′卜1底面 樹
'デ
・ナデ・削り。マズ/、 明黄褐10Y Rど 、 箆ナデ・削ウ・ マア/、 色調外面と同ピ

↓師器壷 周継底面 横ナア・ ′サ メ、澄T SVRイ 木4t痕 横ナア・ 鍵ナア ●′サ メ、登75YRじ 、

上師器発 床鴻監面 横ナデ・ ′ヽケア、褐1 5YRI 横ナデ o箆 )デ・ ′ヽケア、灰褐7 5YRI

上師器不 悟Ne 3 償ナア・削り、黒褐10V R? 磨キ。黒色処理、黒10VR17

第15図  17号住居跡出土遺物



V-1 住居跡

なるにつれて、徐々に低くなる。全体的にかたい。なお、床面にはカマドから南にのびる溝 (床

溝)が検出された。幅14～ 30clll、 深さ 8～ 1 2clllで、底面下には、さらに、深さ 6 clll前後の掘 り

方が認められた。この溝はカマドから離れるにつれて徐々に底面レベルを減じながら、貯蔵穴

状ピット2に接続する。

〔柱穴〕 6個のピットが検出された。ピット1、 2、 3、 4、 5、 6は柱穴と考えられる。ピット1には柱

のぬき取 り痕が認められた。

〔カマド〕北壁中央に位置するが、そのほとんどが削平されており、検出されたのは西側袖の

みである。

〔貯蔵穴状ビット〕 2個検出された。貯蔵穴状ピット1は長軸76cm、 短軸68clll、 深さ12cmのほ

ば円形である。堆積土は 2層に区分される。第 1層は暗褐(7.5Y R,f)色 、ツルトで、炭化物を

含む。層厚10clllで、層配 4に近似する。第 2層は褐(7.5Y R!r)色 、砂質ツルトである。層厚 2

御で、底面全体に薄く堆積している。貯蔵穴状ピット2は南半が削平されているため、全容は

不明である。残存する長軸121m、 短軸081m、 深さ20clllの不整形である。堆積土は層厚に違

いはあるものの、床溝の堆積土 (層配6、 7)と 同一である。

〔周溝〕壁と同様に全部は検出されなかったが、カマド部分を除いて壁沿いに一周すると推定

される。北壁下の周溝は、カマド部分から西側では、壁から10cm前後離れて並行している。壁

直下から周溝までの間は周溝の掘り方を埋めて築かれている。幅36～ 66cm、 深さH～ 22cm、 断

上 上  性 採取悟名 堆積範囲

暗褐7 6YRⅢ 管7 5VR。 ぶIIhキをアロック1大にと。 1  唐
墜 穴 lH

悟7 5YRI` 格    ■ 暗褐75YR'iク ル|を班状に含。

渇7 iVR' 砂質フル ケ量の橙7 5YR'srhiを細かいフPッ ク状に含。 3   1管 寧 穴 2H

極暗紀75VR? ケ量の炭化物を含。 4  軍 竪 穴 3麻

暗褐7 5VR3

幻樹or床奮黄褐10Y R｀ 納    上 暗禍7れ VR'1砂質レル|を斑状に含。
周  lll

暗褐7 5YRち iy/賃 レル i 笹7 5YR'`砂 を細かいアロック】入に含。

黄褐IOY Rヽ 粘   + 皓褐T5YR'.ノ ルトをブⅢ'ァ ク状に含。 床 i社掘 ●万

第 6表  17号住居跡堆積土

註 1:同様な施設をもつ住居跡は、宮城県内では、瀬峰町大境山遺跡(阿部 。赤沢 :19833)、 岩石 I遺跡 (三宅

・佐藤tdか :19773)、 下藤沢狂遺跡 (阿部・赤沢・佐藤 :19883)、 長者原Ⅱ遺跡 (瀬峰町教育委員会 :1988

12)、 古
'|十

市藤屋敷遺跡 (カロ藤・佐藤 i19803)、 宮沢遺跡(斎藤・後藤 119853)、 金成町佐野遺跡 (平沢・手

塚 :19803)、 田尻町天狗堂遺跡 (佐藤・手塚 ,19783)、 松山町次橋窯跡(渡辺・ 山田ほか :19833)、 大和町

中峯A遺跡(菊地逸夫 :19853)、 河南町須江糠塚遺跡(高橋・阿部 :19873)、 松島町山下遺跡(菊地逸夫 :1982

10)、 利府町八艦崎B遺跡(庄子敦 :19883)、 郷楽遺跡 (菊地逸夫 i198812)、 多賀城市多賀城跡 (宮城県笏賀

域跡調査研究所 :19743)、 仙台市枡江遺跡 (渡辺 。結城ほか :19803)、 土手内遺跡 (熊谷幹男 :1989■ 2)、

七ケ宿町小梁川遺跡 (新庄屋・真山 :19853)、 亘理町宮前遺跡 (丹羽茂 i19833)、 三十三間堂追跡 (佐藤貝1

之 ,19883)な どで検出されており、近年、その調査例も増加している。その機能は堆積上や底面の傾斜

など、検出状況の検討から、排水施設と考えられている。

面は「UJ形である。底面レベ

ルはカマドの両脇が最も高く、

南になるにつれて低くなる。

〔出土遺物〕周溝、床溝、貯蔵

穴状ピット1を中心に土器の

一括資料が出土した(第17図 )。



V-2 掘立柱建物跡
V-3 窯 跡

この種の施設に瀬峰町大境山遺跡では便宜上「外延溝」の名称を用いて報告しており、以後、下藤沢I遺

跡、古川市宮沢遺跡、利府町八膊崎B遺跡の報文でも用いられている。関ノ入遺跡から検出された施設も

同様の性格をもつものと考えられる。なお、報告に際し記述の煩雑さを避けるため、本概報でも「外延溝」

という名称を用いることとした◇

註 2:こ の様な施設は、宮城県内では、瀬峰町大境山遺跡、古川市宮沢遺跡、松島町山下遺跡などから検出さ

れており、前二者の報文では「外周溝」という名称が用いられている。本遺跡から検出された同形態の施設

について、本概報では詳細な検討を加えないが、「外延溝」同様、便宜上、この名称を用いることとした。

2.掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は調査区東側、標高22～ 28mの丘陵斜面から、 2棟検出された (第 4図 )。

1号掘立柱建物跡は 1辺が、概ね、 3m前後、 2間 ×2間の規模である。方向は西側柱列に

おいて、N-6° 一Wに偏している。柱の掘 り方は隅丸方形を基調としており、大きさは 1辺約

50ctllである。北側柱列の外側には比高差約 7 clllの 竪穴状の浅い掘 り方が認められ、建物跡構築

時に地面を整えたと考えられる。また、建物跡の周囲を「回」形に囲むように、幅80～ 130cm、 深

さ20～ 55clllの 溝が巡らされていた。建物跡に伴う遺物は出土していない。

2号掘立柱建物跡は東西約 6m、 南北約 8m、 1間 × 1間の規模である。方向は西側柱列に

おいて、N-3° 一Wに偏している。柱の掘 り方は隅丸方形を基調とするもので、大きさは約30

cmである。建物跡に伴う遺4/4は出土しなかった。

窯 跡

窯跡は須恵器窯 6基 (1、 2、 3、 4、 5、 6号窯跡 )、 木炭窯 3基 (7、 8、 9号窯跡)の合計 9基検出された。

須恵器窯 (第 6表 )は樹枝状に入りくむ沢に面した、標高22～ 43mの緩・急斜面に散在する。

いずれも、概ね、全長 4～ 7m、 焼成部の幅10～ 1.7mの 半地下式の客窯である。 1、 3、 4号窯

跡の斜面下方からは灰原が検出された。 3号窯跡の灰原は堆積範囲も広く、多数の遺物を包合

していた。 4号窯跡の灰原では、灰層下から灰白色火山灰層が検出されている。また、 3号窯

跡は周囲に溝を巡らせており、さらに、前庭部には作業場と考えられる整地面や、ピットが確

認された。

木炭窯は標高28～43mの緩斜面に散在する。規模は、概ね、全長 6～ 8m、 焼成部の幅 2～

3

減 紺 造
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全  体
長 ×深m
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煙

径

部

ｍ

成

ｘ 幅

斑

長

黙 焼 部
長 X tt m

の
　
征
一

原灰

有
灰白色火山灰 備

I号窯跡 半地下 |■  形 胴張型 ll字 形 有 天丼崩落土上 前庭部。

2号窯跡 半地下 長円形 kI卒 形 征
＾
天丼崩落上上 焼成部から黙焼部にかけて天丼構築材のfR跡。

3号窯跡 半地下 長円形 (I字 形 有 天丼崩洛上上 焚口石組。三方に語が巡る。作業場。広い灰原。

4号窯跡 半地 下 円  形 1同
Prk型 U字形 有 灰原の灰唐下

5号窯跡 半地下 胴張型 t,字 形 に
ヽ
天丼崩落上上 床面に濡。

6号窯跡 !卜地 下 胴張型 RI宇 形 征
小
雫内雅積土中 使用前廃棄。

第 7表 関ノ入遺跡から検出された須恵器窯跡



V-3 窯 跡

3mである。7、 8号窯跡は縦に長い逆三角形の焼成部に煙出しが付く、地下式の窯である。焚口

から斜面下方にのびる溝が付設されている。焼成部の断面形は ドーム形で、底面は平坦である。

9号窯跡は長胴形をした焼成部とその先端左右に精円形の副室、中央に円形の煙出しが付設さ

れたものである。焼成部の底面は平坦である。焚口から斜面下方にのびる溝が接続している。

ここでは、須恵器窯 5基 (1、 2、 3、 4、 5号窯跡)と 木炭窯 1基 (8号窯跡)の内容を報告する。

なお、記述は窯跡のみとし、灰原や付属施設、破片資料に関するデータは割愛した。

.1号 窯 跡 ■‐ ‐
―

〔確認面〕基本層序 V層上面で、 I層が橋円形に堆積するくばみとして確認された。

〔形態〕煙道部、焼成部、燃焼部からなる半地下式の客窯である。

〔煙道部〕先端に位置し、平面形は歪んだ円形をしている。平坦な底面から急な角度で立ち上

がる。

〔焼成部〕底面の平面形は煙道部に近づくにつれて、緩やかな丸みをもって徐々に狭くなり、

煙道部との境でくびれている。底面は、概ね平坦であるが、壁沿いの部分は丸みをもっている。

燃焼部から煙道部にかけて徐々に傾斜を強めている。傾斜角は 15。 ～40。 ほどである。使用された

底面は 3面確認された (確認順に、上から第 1、 第 2、第 3床面 )。第 3床面は窯跡掘 り方底面で

ある。第 2床面は第 3床面上の崩落土に砂を敷いて整地している。第 1床面は第 2床面と同様

に構築している。側壁は内湾気味に立ち上が り天丼へと続く。側壁と天丼の境は明瞭ではない。

全体に還元し、硬化している。

〔燃焼部〕焼成部からくびれて狭く

側壁は急な角度で立ち上がる。底面、

側壁とも火熱をうけている。

〔前庭部〕燃焼部の下方に位置する

が、燃焼部との明瞭な境はない。壁

は開き気味に立ち上が り、底面は平

坦である。

〔堆積土〕堆積土は 4層に大別され

る。1層 (層配 1、 2、 3)は自然堆積層で

ある。 2層、 3層、 4層は天丼、側

壁の崩落土である。天丼、側壁は段

階を追って崩落したと考えられる。

3層の上部 (層配 9)イよ灰白色火山灰

なるところから下方が燃焼部である。底面は、概ね平坦で、

色 考 大  ηl

にボい黄褐 10Y R 砂質フ 明黄褐10V R'h粘上を細かいブロック状に含。

自然堆積層褐10Y R'ネ V/質 フ 明黄褐 10YRbGFr上 を細かいアロック状に含。

灰10Y R' 砂質レ′レ十

暗赤褐 5YR'6 粘    土

天丼筋格土
と自然堆積
層の互層

にポい赤褐 5YRI 砂質ノ 暗青灰10BCll粘 土を少量含。

贈青灰 10BCl 格   ■

協7 5YRl l1/質 ノ 明黄褐10Y R'(粘 とをブロック状に含。

黄褐10Y R'、 砂 質 粘 土 明黄褐10Y RO.格 上を細かいノロック状に含。

lB10Y R甘 灰白色火口灰を層状に含。
天丼筋語上

贈赤褐5VR3` 粘   土

明褐7 5VRう 褐10V R4`砂 EIク ル トを斑状に含。
天丼崩落 I

暗青灰 10BC, 粘    」 暗赤褐 SYR!`ll上 をブP′ ク状に含。

儒7 SYR' 炭化物を含。 灰   督

層上部還元、「 部酸
化。

床面構築よ
褐7 5VRI 粘   上 焼土をアロック状に含。

暗褐 10Y RI 炭化物を

'登
に含。 灰    腎

暗青灰10BG11 層上部遠元、 F部酸化。

床面構築上明褐7 5VR 粘    土

褐T SYR' 粘   土 焼上をブロック状に合。

暗褐10Y Rち 炭化移を

'壁
に含。 灰   曙

第 8表  1号窯跡堆積土
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第16図 1号 窯 跡

層である。

〔中軸線の方向〕 S-84° 一W

〔残存規模〕全 体―一一一長さ72m、



V-3 窯 跡

0             5

種  別 層   位 面 底  部 内 面 口径・ 底径・器高にm) 備 考

須恵器不 第 二床面 ナデ、黒褐10Y Rち 回転糸切り ロクロ
'ア
、にがい赤褐 5YR' 図版 4-1

疫恵器lT 第 床面 ナア、青灰10BC'f 回転糸切り ア、色調外面と同と 図版 4-3

賓恵器芥 第 1床面 ナデ、灰N,1 ロクロナア、緑灰 10C Y' 図版 4

須恵器不 第 床 面 ナデ、暗青灰 5B 回lf糸切 り ロクロナア 赤灰2 5YRPi

須恵器不 第 1床面 ナア、オリーブ灰25GY' 回転糸切ゆ ロクロツデ、暗灰黄25Y 内面に火繰戻。

須恵器外 ロナナ、オリーブ灰25CY!イ ロクロナア、暗灰賓25 内面に火欅痕。

須恵器芥 第 床 面 口
'デ
、灰 N! 回転糸切り ア、にボい赤褐 5YR 隠版 4-2

須恵器1/‐ 第 1床面 ナデ、灰Nl` 回転糸切う ナア、によい赤褐

須意器不 第 1床面 ナア、暗青灰5B'1 回転糸切り ロクロナア、赤褐10RI`

須恵器芥 第 1床面 ナデ、灰赤2 5VRFJ 回転糸切り ナデ、色調タト面と何 ビ

須恵器lTN 第 1宋面 ナア、暗青灰5PBム デ、明紫灰 ヽRP

須恵器外 第 1床面 ナデ、灰 NI 回転糸切 り ロクロナア、紫灰5RP'1

須恵器外 第 1床面 贈青灰10B Gli 回転糸切り ロクロツデ、にどい赤褐2 5YR者

第17図  1号窯跡出土遺物(1)



V-3 窯 跡
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種   別 層   位 クト 面 底   部 内 面 口径・底径・ 器高に回)

須恵器 lTN 第 1床面 口,ア、灰Nll 口 I‐ 糸 切 つ ナデ、灰10Y R'1 IS 0

賓恵器 lTN 第 1床面 ″(7 VI 回転糸切つ ナデ、に工い赤褐2 5YRF

須忠器lTN 第 1床面
'デ
、暗灰N上 )

回転系切つ ナア、に工い赤褐2 5YR'|

須恵器誕 灰原 1層 フア・ 叩日、灰N' ナテ、色調外面と同じ 焼台か ?

須憲器・EL 第 1床面 ツデ、灰 Nう
'デ
、灰赤2 5YR

察恵器壺 灰原 1唐 ナァ、灰 Nう。 ナア、灰 Nl・ 図版 4-5

賓恵器褒 灰原 1層 )ア、灰 Nデ ロクロナデ、灰 NI。

賓恵器五 灰原 1層 ナア・肖1つ 、灰N。
・

ナア・ 抑 日、灰NSi

第18図  1号窯跡出土遠物(2)

〔灰原〕窯跡の斜面下方から検出された。灰層は 1層で、その上面から灰白色火山灰が検出さ

れた。

〔出土遺物〕焼成部各底面から須恵器不、甕が、灰原から須恵器杯、甕、壷が出上した。焼成

部から出土した外は、そのほとんどが伏せた状態で検出された。

2号 窯 跡
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V-3 窯 跡

〔確認面〕基本層序Ⅳ層

から確認された。

〔形態〕煙道部、焼成部、

燃焼部からなる半地下式

の客窯である。

〔煙道部〕先端に位置し、

平面形は歪んだ円形をし

ている。平坦な底面から

急な角度で立ち上がる。

周囲は撹乱のため、浅く

くばんでいた。

〔焼成部〕底面の平面形

は両側壁下がほば並行し、

煙道部付近で緩やかな丸

味をもって狭くなる。煙

道部との境にくびれをも

つ。底面は、概ね平坦で

あるが、壁沿いの部分は

丸味をもっている。燃焼

部から煙道部にかけて徐

B
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第19図  2号 窯 跡



V-3 窯 跡

0            5           10Cm

種   別 層   位 外 面 底   部 内 面 口径・ 底径 。器高 (倒 ) 備 考

須恵器芥 第 1床面 ロナア、灰白10Y'1 回転糸切 ゆ ナデ、色調外面と同じ 図版 5-3

須恵器不 第 1床面 ナア、灰自7 5Yll 回転糸切 り ナア、灰75Y'1

須患器不 第 1床面 ナア、灰N'` 回転糸切 り ロナア、灰10Y%

須恵器不 第 1床面 ナデ、灰NPも 回転糸切り ナデ、色調外面と同 じ

須恵器ネ 第 1床面 ,デ、灰白IOY 回ほ糸切り ロナデ、色調外面と同じ

須恵器芥 第 1床面 デ、灰赤25YR'ゥ 回転糸切り ロチア、赤灰2 5YR)F

須恵器必 第 1床面 ナア、灰白10Y7 回転糸切つ 色調外面と同 t 0,6S・ 40 図版 S-1

須恵器不 第 1床面 ナデ、灰白N'h 回転糸切 り ナデ、灰N'も 国版 5-6

須恵器雰 第 1床面 ナア、灰白N7t 回稼糸切 | ナア、色調外面と同 じ

賓恵器メ 第 床 面 ナア、灰白10Y子イ ナデ、色調外面と同 t 図版 5-2

褒恵器不 ナデ、灰10Yち 回転糸切う ロクロナデ,灰自10Y71

褒恵器イ 第 床面 ナア、暗緑灰 10G Y 回転糸切 つ ナア、色調外面 と同 ビ 150,66・ 45

須恵需芥 第 1床面 ナデ、灰 10Y, 回転糸切 り ナデ、灰7 5Yll 図版 5-4

第20図  2号窯跡出土遺物(1)



V-3 雫 跡

0             5            10cm

種   別 層   位 面 底  部 口径・底径・器高(rm 備

須恵器 lTN 蒻 床 面 ロナア、明青灰5Bフ
i

ロクロナテ、青灰 SB'

寮恵器不 第 床面 ロナア、灰N'j 回転糸切り ナア、晴繰灰10C Yち 内蔵に火繰反。

須恵器外 床 面 ロナデ、灰10Y' 回転糸切 り ア、灰L110YF クト面に火欅兵。

須恵需外 第 床 面 ロナア、灰白10Y: 回転糸切り ナデ、色調外面と同と

額志器外 第 床面 ′,デ、灰N'i 回椋糸切つ ア、色調外面と同と

須恵器不 第 床面 ナデ、灰10V,1 回転 糸 切 り ア、灰白10Yイ
,

須恵器雰 第 床 面 緑灰7ヽ CY'i 回転糸切つ 灰白NTも

賓恵器jT 床 面 ロナデ、灰自N駒 回転糸切り 色調外面と同 せ

須恵器不 第 床 面 ナア、灰 IOY)| 回転糸切り デ、灰白loY名

須恵器不 第 床面 ナデ、灰Nつ

`

回転糸切 ゆ デ、灰N!` 図版 f

須恵器界 第 床面 ナア、灰ЮYウィ ナデ、灰白10Y71

須恵器lT 第 床 面 明ナ リーブ灰 5 G Y71 口I転糸切 つ ナデ、色調外面と同 じ

13 須恵器芥 床 面 ナア、暗緑灰10G Y!r 回転糸切 り チア、灰10V'I

第21図  2号窯跡出土遺物(2)



V-3 窯 跡

0            5            10Cm

土    色 考 大    別

天非崩落土上面に灰自色火山灰が堆積 している 窯内堆積上

賠褐 10Y R` 炭化物を多量に合。 灰    層

力KN° 層 L部灰 NSi粘 上の遣元、下部暗赤褐 5 Y R34砂質ツル トの酸化。 床面構築土

灰N' 層上部灰Nうj砂の還元、下部暗赤褐5YR'甘 砂の酸化。 床面構築土

暗褐 10Y R' 炭化物を多豊に合。 灰   層

第 9表  2号案跡堆積土

徐に傾斜を強めている。傾斜角

は27° ～42° ほどである。使用さ

れた底面は 3面確認された (確

認順に、上から第 1、第 2、第 3

床面 )。 第 3床面は窯跡掘 り方底面である。第 2床面は第 3床面上の崩落土に砂を敷いて整地し

ている。第 1床面は第 2床面と同様に構築している。側壁は内湾気味に立ち上が り天丼へと続

く。側壁と天丼の境は明確ではない。焼成部から燃焼部にかけて、両側壁にスサ入 り粘土が貼

られている。また、その上部から、天丼構築材の痕跡と考えられる径 2 cm前後の穴が 7個確認

された。全体に還元し、硬化している。

〔燃焼部〕焼成部から緩くくびれて、わずかに狭くなるところから下方が燃焼部である。底面

は、概ね平坦で、側壁は急な角度で立ち上がる。底面、側壁とも火熱をうl―Iて いる。

〔堆積土〕堆積土は 2層に大別される。 1層は自然堆積層である。 2層は天丼、側壁の崩落土

である。 2層の上面には灰白色火山灰が堆積している。

〔中軸線の方向〕 S-65° 一W

〔残存規模〕全 体―――一長さ

煙道部―一一一長さ

焼成部―――一長さ

燃焼部一一一一長さ

〔灰原〕検出されなかった。

57m、  最大幅 1,lm、  最大深 08m

04m、  底面幅 0.3～04m、  残存高 04m

38m、  底面幅 0.5～ 1 lm、  残存高 0.8m

15m、  底面幅 04～08m、  残存高 0,4m

種   別 層  l‐ 面 底   部 内 面 口径・底径・器高(cn

Я憲器必 第 2床 面 灰10Y, ナア、灰 10Yli

須恵器杯 第3床面 ナア、明緑灰10G YSl 回転糸切り ナデ、灰10Yう

須患器莞 第 3床 面 ロナデ、明緑灰 10G V ナデ、灰10Yデ i

第22図  2号窯跡出土遺物(3)



V-3 窯 跡

〔出土遺物〕焼成部各底面から須恵器外、甕が出上した。

外は、逆さに伏せた状態で検出された。

13号 窯 跡 ――

そのほとんどは不である。出上 した

〔確認面〕基本層序Ⅳ層から確認された。

〔形態〕焼成部、燃焼部、前庭部が残存

する半地下式の客窯である。

〔焼成部〕底面の平面形は両側壁下がほ

ぼ並行し、煙道部付近で緩やかな丸味を

もって狭くなる。底面は、概ね平坦であ

るが、壁沿いの部分は丸味をもっている。

燃焼部から煙道部にかけて徐々に傾斜を

強めている。傾斜角は20° ～30°ほどである。

使用された底面は 3面確認された (確認

順に、上から第 1、第 2、第 3床面 )。 第 3

床面は窯跡掘 り方底面である。第 2床面

は第 3床面上の崩落土に砂と粘土を敷い

て整地している。第 1床面は第 2床面と同様に構築している。側壁は内湾気味に立ち上が り天

井へと続く。狽J壁と天丼の境は明瞭ではない。全体に還元し、硬化している。

〔燃焼部〕平面形は焼成部からそのまま移行し、両側壁が並行する長方形である。底面は、概

ね平坦で、側壁は急な角度で立ち上がる。焚口には両側壁に石を組み、粘上で貼 り付け、壁面

を強化している。底面、側壁とも火熱をうけている。

〔前庭部〕燃焼部の下方に位置する。燃焼部との境は25cIIl前後の比高差をもって分けられる。

底面は平坦に整地されており、溝やピットが検出されている。

〔堆積土〕堆積土は 2層に大別される。 1層は自然堆積層である。 2層は天丼、側壁の崩落土

である。 2層 の上部には灰白色火山灰を含むンル ト層が堆積している。

〔中軸線の方向〕N-44° 一W

〔残存規模〕全 体――一一長さ 6.5m、  最大幅 17m、  最大深 08m

焼成部一一―一長さ 52m、  底面幅 0.4～ 10m、  残存高 0.8m

燃焼部――一一長さ 13m、  底面幅 0.8～ 1.Om、  残存高 07m

〔灰原〕窯跡の斜面下方から検出された。堆積範囲は極めて広く、 3層に大別される。 3層 と

も多量の遺物を包合していた。

土 色 土   性 備 大    冽1

黒ЮYR17 炭 Iヒ勉、粕上化 した灰白色火山灰を少量含

自然堆積層

黒褐10Y R∵ 少登の炭化物を含。

黒10Y Rl力
i 少盈の炭化物を含。

暗褐10γ R' 少量の炭化物を含。

明黄褐10Y R'そ 少量の焼上を含。

暗赤褐2 5YR' 壁、天丼の崩落土を含。

灰自75Y常 灰自色火山灰 (二次推積 )

8 灰黄褐10YR4

黄褐10Y Rス 粘    土 多量の廃上を含。

天丼筋落■褐75YRち 粘   土 暗青灰10BC'1粘 土を多量に含。

褐10Y RI` 砂質ツル 1 少量の炭化物を含。

黒 10Y R2i 多量の炭化物を含。 灰    唇

褐7 5YR)∫ 砂 暗青灰10B C'(精 とを含。 床面整地暗

褐10Y R' 粘   土 床面整地曙

黒10Y R乳 ケ豊の炭化物、旋土を含。
灰    懸

黒10Y Rl'i ケ登の炭化物を含。

褐10Y R'1 砂

褐 10Y R!

自然堆横暦暗褐10Y RPむ 砂宵ンル 1 微民の炭化笏、焼土を含。

暗褐 10YR3 V/質 フ 微量の炭化物、焼土を含。

第10表  3号窯跡堆積土
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V-3 窯 跡

0           5           10Cm

種   別 層   位 面 底  剖
'

向 面 口径・ 底【・器高にm) 悔 考

賃患器lT 層M8 灰 N 回転糸切ウ ロクロツア、色・4ケト面と司せ

須恵器イ 層配 S ナア、灰N'| 回転糸切つ ロクロ)● 、灰r]10ヽ

須憲器不 層血 S ロクロつア、灰N' 回転糸切つ ロクロ'ア、
色調ケト面 と同 モ

須恵器雰 階Nα 6 フア、灰白10Yむ
1
回転ネ切り ア、色調外面と同ビ

須恵器lT FHNtt s
'ア
、灰N10 Pク 碑〕ア、緑灰 10Gヽ

須恵器芥 第 1床面 )デ 、灰白N4 回転糸切つ ロクロ
'ア
、色調タト面と「lt 図腹 S―

須恵器イ 第 床 I罰 灰白T 回転糸切つ ア、色調タト面と同ビ

須恵器雰 仄N' 'ク
ロ
'テ、母

灰 10C°
1

石恵器 lT 第 1床面 灰Nl 回転糸切つ ア、青灰108 Cj 図版 6-

須恵器イ 第 床 面 緑灰7 5GY6 回r_‐糸切つ I・ クロナテ、1天 自 N′ ,

須恵器」4N 蒻 1床面 ナア、緑灰 10Cゝ 回転系切つ ロクロナア、緑灰 10C YII 図版 6-6

須恵需イ 弟 I床面
'ア
、灰N' 回転糸 rllつ ア、青灰IOBG)

賓恵器イ 第 1床面 ナア、仄N'ぅ 宦クPナ ア、色調外面と同 ビ 図脱 6-S

第24図  3号窯跡出土遺物(1)



V-3 窯 跡

0           5          10Cn

種   別 層  位 面 底   部 面 口径・ 底径・器高 (c口 ) 備     考

須恵器 lTN 第 1床面 ア、緑灰 10G。 回転糸切 り すア、色調外面と同 ビ 0・ 60

須恵器
j4N
第 1床面 ア、緑灰10G Yィ 回転糸切 , ナア、線灰10G Y' 図版 6-2

3 須恵器亦 第 1床面 回転系切 つ Pナ デ、色調外面と同 じ

須恵器ネ 第 2床 面 ナア、晴背灰 3B' 回転糸切り ナデ、赤灰25YR'

須恵器不 第2床面 ア、陪緑灰10C Y甘 回転系切ウ ナア、青灰10BCi

須忠器杯 第2床面 ロナア、暗緑灰 10G V甘 回転糸切 り ロナア、色調外画と同 と

須恵器・TN 第 2床 面 灰N'0 回転ネ切 つ ナア、青灰 5BC'

須恵器外 第 3床面
'デ
、黒褐 5YRJ 回転糸切つ ロナア、赤褐10Rち 図版 6-1

須恵器 jITN 第 3床面 ロナア、暗緑灰 10C V 回転糸切 り ナア、色調外画と同 t

第25図  3号窯跡出土遺物(2)

〔周囲の状況〕窯跡を「∠
″
刊形に囲む溝が検出された。幅2.00～ 0.22m、 深さ5～ 50cmで、断面

は「υ」形である。

〔出土遺物〕焼成部各底面から須恵器界、甕が、灰原から須恵器外、甕、壷、土師器芥、甕が

出土した。焼成部から出土した遺物は、そのほとんどが外である。芥は逆さに伏せた状態で検

出された。

4号 窯 跡

〔確認面〕基本層序Ⅳ層から確認された。

〔形態〕煙道部、焼成部、燃焼部からなる半地下式の客窯である。



V-3 窯 跡
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0            5           10Cm
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種   別 唇  位 面 lI部 内 廊   考

須意器菱 第 1床面 ロクロナア、回転ハケメ・削り、灰7 SY'i ア、色調外面と同と 焼台に使用

須恵器整 第 1床面 ロク申ナア、灰白75Y7 ロクロナデ、色調外面と同 t

第26図  4号窯跡と出土遺物



V-3 窯 跡

〔煙道部〕先端に位置し、平面形はレ刊形をしている。平坦な底面から急な角度で立ち上がる。

〔焼成部〕底面の平面形は煙道部に近づくにつれて、緩やかな丸味をもって徐
々に狭くなり、

煙道部との境でくびれている。底面は、概ね平坦であるが、壁沿いの部分は丸味をもっ
ている。

燃焼部から煙道部にかけて徐々に傾斜を強めている。傾斜角は 12° ～33° ほどである。使用され
た

底面は 3面確認された (確認順に、上から第 1、第 2、第 3床面 )。 第 3床面は窯跡掘 り方底面
で

ある。底面には地山に含まれている礫が露出している。第 2床面は第 3床面上の崩落上に砂を

敷いて整地している。第 1床面は第 2床面と同様に構築している。側壁 tよ内湾気味に立ち上が

り天丼へと続く。側壁と天丼の境は明瞭ではない。全体に還元し、硬化している。

〔燃焼部〕焼成部からくびれて狭くなるところから下方が燃焼部である。底面は、概ね平坦
で、

側壁は急な角度で立ち上がる。底面、側壁とも火熱を受けている。

〔堆積土〕堆積土は 3層 に大別される。1層 (層配 1、 2、 3)は 自然堆積層である。2層 (層配4)は天

井、側壁の崩落上である。 3層 (層配5、 6、 7)は天丼崩落前の自然流入土である。1号、2号、3号、

5号、6号窯跡の堆積土中になられた灰白色火山灰は、本窯跡堆積土中には認められなかった。

〔中軸線の方向〕N-39° 一E

E残存規模〕全 体―一十一長さ 5,6m、  最大幅 1.6m、  最大深 07m

煙道部一十一
~長さ 05m、  底面幅 02～ 0.4m、  残存高 03m

焼成部―一―一長さ 33m、  底面幅 0.5～ 1.6m、  残存高 07m

燃焼部一―一一長さ 1.8m、  底面幅 05～ 06m、  残存高 0.5m

〔灰原〕窯跡の斜面下方から検出された。灰原は 3層に分けられる。 1層は灰層で遺物を含む。

2層 は黄褐色砂質粘上で、基本層序W層に近似する。 3層は褐色のンル ト層で、上部に灰白色

火山灰層が認められる。

〔周囲の状況〕 4個のピ

ットが検出された。

〔出土遺物〕焼成部各底

面、および灰原 1層から

須恵器甕が出上した。

1 色 備 考 大    別

lB10ヽ R ′レたい炭化物、焼子を合。

自然堆積 F・|二.ヽい黄4EI10Y RIJ 微豊の炭化物、少,の蛇 上を含。

崎褐10Y Rl 少監の決化物、Ijl上 を含

二ヽ い赤褐 iヽ RI 精 上 暗帝灰 10BCll粘 にを
'口
′ク状に含。 天杵崩語 1

褐1()YR 少砥め炭化物を含。

自然堆積曙褐f5V Rl に_い い赤侶 5YR'4砂を細かいブ諄ンク状に含。

_ヽ |ぃ女褐 10T R 粕 L質 ツ trぃ ォ褐 i、 Rll砂を '1'′ ク状に含。少氏の炭化物を含。

女栂 10了 R' 炭化物を含 灰    層

票掲 10V RI 1質 II[ 決化物を含。にヽい黄掲10Y RIJ粘 上を制かい /'ユ ィク状に台
床面H・集上

暗デ,灰 10B G' 砂 悟上部足元、 ド部酸化。

昔1火 108C' 日 に fj還元  下rfj駐化。 床面崎果土

第11表  4号窯跡堆積土
5号 窯 跡

〔確認面〕基本層序V層から確認された。

〔形態〕煙道部、焼成部、燃焼部からなる半地下式の害窯である。

〔煙道部〕先端に位置し、平面形は酵Ⅶ形をしている。上部に径44cm、 深さ12cDの 円形
のくば



V-3 窯 跡

みが確認された。平坦な底面から急な角度で立ち上がる。

〔焼成部〕底面の平面形は煙道部に近づくにつれて、緩やかな丸味をもって徐々に狭くなり、

煙道部との境でくびれている。底面は、概ね平坦であるが、壁沿いの部分は丸味をもっている。

燃焼部から煙道部にかけて徐々に傾斜を強めている。傾斜角は14° ～31° ほどである。使用された

底面は 3面確認された (確認順に、上から第 1、 第 2、第 3床面 )。第 3床面は窯跡掘 り方底面で

ある。第 2床面は第 3床面上の崩落土に砂を敷いて整地している。第 1床面は第 2床面と同様

に構築している。第 1床面の焼成部下半に、壁に沿って溝が検出された。溝は幅14～ 22cm、 深

さ2～ 6 clllである。側壁は内湾

気味に立ち上がり天丼へと続く。

側壁と天丼の境は明瞭ではない。

全体に還元し、硬化している。
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第27図  5号窯跡と出土遺物

種   別 層  位 外 面 底  部 IH

須意器 J/F 確認面 ロクロナア、灰NP 口 lrネ 切つ オリーブ灰2ヽ G YⅢ
l



V-3 窯 跡

土   色 上    性 大   刀J

にがい黄褐10Y R' 粘上質レ 微量の炭化物、焼上を含。

自然堆積層にドい黄褐10Y R' 明黄褐10Y R%粘 上を細かいブロック状に含。

褐75YR' 砂 質

明黄褐10Y R。と 格     上
'量
の焼土をブロ ′ク状に含。

天丼崩落土黄褐10Y R'ぉ 砂 管 ノル ト 少登の炭化物、廃上を含。

にイい赤褐 5 YRI 砂 質 暗赤褐 5YR3。 の能土、燒石、青灰10BC51粘上を含

灰白10Y Rち 粘土質レ 灰白色火山灰を班状に含。
天丼崩落土

ニボい赤褐 5YR 粘     土 焼上、焼石、青灰10BC'I絡 上をケ量に含。

暗青灰10B G11 F/・ 唇上部還元、下部酸化 床面構築土

晴褐 10Y R' 炭化物、明黄褐10Y R,∫粘■を含。 灰    層

贈青/k10BC41 層上部違元、下部該化。 床面構築土

暗褐10Y R牝 炭化物、明黄褐10VRSi格 ■を含。 灰    層

第12表  5号窯跡堆積土

〔形態〕煙道部、焼成

部、燃焼部からなる地

下式窯である。

〔煙道部〕先端に位置

し、径49cmの 円形であ

る。平坦な底面から急

な角度で立ち上がる。

上部 tよ崩落している。

また、本窯跡の確認面で、焼

成部中央の両側壁上部に 1対

のピットが検出された。ピッ

トは 1辺約20cmの 隅丸方形で、

焼成部内部に貫通している。

〔燃焼部〕焼成部からくびれ

て狭くなるところから下方が

燃焼部である。底面は、概ね

平坦で、側壁は急な角度で立ち上がる。底面、側壁とも火熱を受けている。

〔堆積土〕堆積土は 4層に大別される。 1層 (層配 1、 2、 3)は 自然堆積層である。2層 (層配4)、 4

層 (層 No 7、 8)は天丼、側壁の崩落上である。 3層 (層 No 5、 6)は天丼崩落前の自然流入上である。天

井、側壁は段階を追って崩落したと考えられる。 4層の上部 (層配7)は灰白色火山灰層である。

〔中軸線の方向〕 S-89° 一W

〔残存規模〕全 体一一一一長さ 5.7m、  最大幅 1.6m、  最大深 06m

煙道部―一一一長さ 0.5m、  底面幅 02～ 0.4m、  残存高 0.3m

焼成部一一一一長さ 3.5m、  底面幅 04～ 15m、  残存高 06m

燃焼部―――一長さ 17m、  底面幅 0.4～0,7m、  残存高 0.3m

〔灰原〕検出されなかった。

〔周囲の状況〕 4個のピットが検出された。

〔出土遺物〕焼成部各底面から須恵器甕が、確認面から須恵器外が出土した。

8号 窯 跡

〔確認面〕基本層序Ⅱ層から確認された。

土   色 備 堆積範囲

にメい責褐10Y Rム 黄褐 10Y Rネ 粕土質ノル トを塊状に合。ケ壷の炭化物を含。
1  層

褐10Y R' 絡土質レ 少量の炭化物を合。

に■:い蓑褐 10Y R' 粘土質 ツ 褐10Y R11粘 土賓フル |を 粒状に含。少量の炭化物を含。

2  層

疇落J

にぶい黄褐10Y R° 粘 上質ツル 少量の炭化物、咤上を含。

にrい芸褐 10Y R 粘土質シル 暦No 4に くらべ粘性がやや弱い。少霊の炭化物、焼土を含。

暗褐 10Y RPB 板状の礫 (250× 夕)0× mm前後)を 含。

贈褐10Y R'i 少量の炭化物を含。

に I・・い赤褐 5 Y R41 多量の焼■粒、炭化物を含。

褐 10Y R'1 Xl■質フん | 女褐10Y Ri6フ ′し、質准土を粒状に含。ケ量の炭化物、焼上を含。

3  層

鯰落〕

によい黄褐 10Y R 灰黄掲 10YRi″ 砂質ンル |を斑状に含。少員の決化物、焼上を含。

にボい赤褐 3YR→ 灰黄褐10 Y R i2117質 フれ卜を疑状に含。多量の炭 fヒ物を含。

黒褐10V R 卜質粘土 明黄褐 10Y RSi格 上を塊状に含。 多盈の炭化物、廃上を合。

黒 Nl iO 決化物層。 4  唐

第13表  8号窯跡堆積土
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V-4 粘土採掘坑跡
V-6 焼土遺構

〔焼成部〕底面の平面形は縦に長い逆三角形である。底面は平坦であるが、燃焼部から焼成部

にかけてわずかに傾斜している。断面は ドーム形をしている。側壁は内湾気味に立ち上がり天

井へと続 く。側壁と天丼の境は明瞭ではない。底面、側壁とも火熱を受けている。

〔燃焼部〕焼成部からくびれて狭くなるところから下方が燃焼部である。底面は平坦で、側壁

は急な角度で立ち上がる。底面、側壁とも火熱を受けている。

〔その他の施設〕燃焼部から斜面下方にのびる溝が検出された。長さ2.40m、 幅36～ 68cmであ

る。底面 レベルは斜面下方に進むにつれて、徐々に低くなる。

〔堆積土〕堆積土は 4層に大別される。 1層 (層配 1、 2)は 自然堆積層である。2層 (層配3、 4、 5、 6、

7、 8)、 3層 (層配9、 10、■)は天丼の崩落土である。4層 (層配 12)、 5層 (層配13)は炭化物層である。

〔中軸線の方向〕N-71° 一W

〔残存規模〕全 体一一一―長さ 51m、  最大幅 2.4m、  最大深 19m

煙道部―一一一長さ 0.6m、  底面幅 04～06m、  残存高 19m

焼成部一一一一長さ 33m、  底面幅 04～ 1.9m、  残存高 17m

燃焼部一一―一長さ 1.2m、  底面幅 0.3～04m、  残存高 0,5m

〔出土遺物〕煙道部堆積土から須恵器甕の破片が 1点出土している。

4.粘土採掘坑跡

粘土採掘坑跡は調査区東側、標高23～ 29mの南に面する斜面に 6基確認された (第 4図 )。そ

れらは トンネル状に掘られたもの (1、 5号粘土採掘坑跡)と地山を削 り取った、土取 り状のもの (2、

3、 4、 6号粘土採掘坑跡)があり、その規模も一定していない。

最も保存の良好な 5号粘土採掘坑跡は、長軸約16m、 短軸約4.5mの精円形で、深さは 4m以

上である。北半と南半の底面は15m前後の比高差があり、2段階に採掘されたものと考えられ

る。壁は基本層序Ⅳ層、Ⅵ層、と砂層が互層に認められた。採取したと考えられる基本層序Ⅵ

層は厚さ約 lmである。

5。 遺物包含層

調査区東側の、南に面する斜面から検出された。当初、隣接する 2枚の包含層として検出し

たが、堆積土も同一で、さらに、遺物の接合関係が認められることから、 1枚の包含層である

と考えられる。約 7m× 3mの不整形の広が りをもつ。堆積土は 1層に大別される。多数の上

師器、須恵器が出土した。出土状況に規貝J性はみられない。

6.焼 土 遺 構



V-7 土 羨
V-10 その他の出土遺物

焼土遺構は50基検出された。調査区全域に分布している。平面形は隅丸方形を呈するものが

多いが、規模は均―でない。火熱をうけた痕跡も全面に及ぶもの、部分的に認められるものが

ある。堆積土はいずれも自然堆積で、底面付近には炭化物が多い。

20号焼土遺構は 8号窯跡 (木炭窯)の斜面下方から検出されたもので、平面形は瓢箪形をして

いる。深さは 5伽前後で、全面に強い火熱をうけて赤変していた。20号焼土遺構の斜面下方か

ら数点の羽口が出土している。

土羨は75基検出された。全域に分布しているが、特に調査区東側に多い。形態、規模はとも

に均―ではない。合口甕棺が出土した18号土猿以外は、出土遺物も少なく、性格を推するもの

は少ない。

合口甕棺が出上した18号土羨は調査区を東西に分ける沢の西側で、東に面する標高39mの急

斜面に位置する。平面形は長軸0.86m、 短軸035mの長円形である。出上した甕は器高約36伽

のものと器高約19伽の小型のもので、どちらも製作に際し、ロクロを使用している。 2つの甕

は口を合わせ、横向きに埋めてあった。

調査区東側から検出された粘土採掘坑跡の周囲から、同規模、同形態の土族が数基検出され

ている (23、 26、 27、 29、 30号土羨ほか )。 それらは 1辺 2m前後の隅丸方形で、60∽ほど掘 り込ま

れた平坦な底面から、さらに、 1辺約1.5mの隅丸方形に1.lmほ ど掘 り下げられたものである。

堆積土は下から、砂層、砂質粘土層、粘土層、ツル ト層の順である。粘土採掘坑に近接するこ

と、水の得やすいこと、堆積土の状況などから、粘土精製に関係する遺構である可能性がある。

住居跡の集中する調査区東狽1、 標高約30mの丘陵緩斜面に位置する。素掘 りの井戸である。

平面形は上端が楕円形、下端が円形である。規模は長軸1.91m、 短軸 1.56m、 深さ1.22mで あ

る。底面は九味をもっており、壁は急な角度で立ち上がる。堆積土は砂、砂質粘土を主体とす

る自然堆積である。少量の上師器、須恵器が出上している。

9.浦 状 遺 構

溝状遺構は26条確認された。調査区全域に分布するが、特に、粘土採掘坑跡の位置する調査

区東側に多い。規模は均―ではない。

土

8.井 戸 跡

10。 その他の出土遺物



Ⅵ 遺構と遺物のまとめ

基本層序 I～ Ill層から出土した遺物や採集された遺物には、石器、縄文土器、土師器、須恵

器、陶器、古銭、板碑などがある。土師器、須恵器が最も多い。

石器は、基本層序Ⅲ層から出上したもので、石鏃、スクレーパーなどがある。

縄文土器はいずれも小破片のため、時期の判別できるものは少ない。時期のわかるものとし

ては、縄文時代前期大木 2式、中期大木8a式、後期に比定されるものである。

陶器、板碑は小片、断片で、年代は不詳である。古銭は「寛永通賓」である。

Ⅵ.遺構と遺物のまとめ

本概報では代表される遺構・ 遺物を抽出して記載したため、検出されたすべての遺構
。遺物

について詳細な検討を加えることはできない。そこで、前述した 1号、10号、16号、17号住居跡と

1号、2号、3号窯跡の出土遺物、および検出された各遺構について、簡単な検討を加え、本遺

跡の概要をまとめることとする。

1.遺  物

住 居 跡

【1号住居跡・ 10号住居跡出土土器の特徴】

〈1号住居跡〉

1号住居跡の床面、および周溝からは土師器杯、甕、鉢、赤焼き土器芥が出上している(第6

図1～ 5、 8、 9、第7図 1)。 これらはいずれも、製作に際しロクロを使用しているものである。

土師器界は体部下半が強く内湾するもので、口縁部がそのままおさまるものと外反するもの

がある。器面は外面にロクロナデ、内面にミガキと黒色処理が施されている。底部は全面にケ

ズリ再調整が施されるもの、切 り離しが回転糸切 りで体部下端にケズリが施されるものがある。

口径に対する底径の比は 1:047前後である。

土師器甕は体部から頚部にかけて緩やかな丸味をもって内湾し、短い口縁部が直線的に外傾

するものである。体部中央に最大径をもつ。器面は内外面にロクロ調整され、体部下半には外

面にケズリ、内面にヘラナデが認められる。

赤焼き土器不は体部が緩やかな丸味をなって外傾するもので、口縁端部がわずかに外反する

ものである。底部の切 り離しは回転糸切 りで、再調整は認められない。

(10号住居跡〉

10号住居跡の床面からは土師器甕、鉢、須恵器不が (第 9図 )、 外周溝底面からは土師器芥、

甕、須恵器外、甕が出土している(第 10図 1、 3～ 7)。
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床面から出土した土師器甕、鉢はロクロ不使用の上器である。

甕はどちらも体部上半を欠くものである。器面は外面にケズリ、内面にヘラナデあるいはナ

デが施されている。底部には木葉痕が認められる。

鉢は丸底風の底部から緩やかな丸味をもって外傾し、口縁部でわずかに外反するものである。

器面調整は外面口縁部にヨコナデ、体部から底部にケズリが施される。内面は口縁部にヨコナ

デ、体部から底部にかけてハケメ、ヘラナデ、ナデが認められる。

須恵器芥は平底の底部から直線的に外傾するものである。体部下端から底部全面に回転ケズ

リ再調整が施されている。日径に比して底径が大きい。

外周溝底面から出土した土師器外、甕、須恵器芥は製作に際しロクロを用いたものである。

土師器不は体部が緩やかな丸味をもって外傾するものである。外面体部中央から底部全面にケ

ズリが施され、内面には ミガキと黒色処理が施されている。

土師器奏は体部が弱いかくらみをもって外傾し、頚部で屈曲して短い口縁部が直線的に外傾

するものである。口縁部に最大径をもつ。器面は内外面にロクロ調整され、外面体部上半から

下半にかけてシャープなケズリが施されている。

須恵器界は平底の底部から体部が直線的に外傾し、口縁部で外反するものである。体部下端

から底部全面に回転ケズリ再調整が施されるもの、底部全面に施されるもの、体部下端から底

部にかけて施され、遅い回転の糸切 り痕を残すものがある。

【1号住居跡 。10号住居跡出土土器の編年的位置と年代】

製作に際しロクロを使用する土師器は、東北地方南部における土師器編年 (氏家和典 :1957

3)では、塩釜市表杉ノ入貝塚 (加藤孝 :1954,7)出 土土器を標式資料として設定された表杉ノ入

式とされ、平安時代に比定されている。表杉ノ入式上器は型式設定後、資料の増加に伴いその

細分が試みられている(阿部義平 :198610、 桑原滋郎 :1969.12、 小笠原好彦 1197610、 森貢

喜 :1982.1ほ か )。 その内容を外形土器についてみると、器形では口径に対する底径の比が大き

いものから小さいものへ、技法では再調整のあるものから再調整の施されない、回転糸切 り痕

を残すものへ変化するというものである。具体的研究成果も積み重ねられ、宮城県南部、北部

においてそれぞれ各遺跡・ 各住居間での変遷が指摘されている (丹羽茂 :1983.3、 森貢喜 :

1983.3、 古川一明 :1984.3)。

本遺跡 1号住居跡 。10号住居跡出土土器は表杉ノ入式の範疇に包括されながらも、それぞれ

の器種における器形や製作技法の特徴を異にしている。両者を比較すると、10号住居跡ではロ

クロ不使用の土師器寮、鉢が含まれること、須恵器外に回転ケズリ再調整が施こされることな

ど、古い要素が認められる。したがって、10号住居跡出土土器は 1号住居跡出土土器に先行す

るものと考えられる。
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10号住居跡出土土器と類似する資料は亘理町官前遺跡VA群土器 (丹羽茂 :前掲 )、 色床町上

新田遺跡 (′卜井川和夫 :1981.3)、 瀬峰町大境山遺跡第 5土器群 (阿部・赤沢 :1983.3)に 求める

ことができる。本資料との相違点をみると、前二者はそれぞれ須恵器外、土師器甕において本

資料と類似するが、前二者の土師器界は口径・底径比が大きく、また、回転ケズリ再調整が施

されるもの、底部の切 り離しがヘラ切 りのものが含まれ、器形や技法において古い様相を示し

ている。大境山遺跡第 5土器群は Pク ロ不使用の上師器甕とロクロ使用の土師器外の組み合わ

せが認められ、土器組成において共通性がある。特に、ロクロ不使用の土師器鉢 (大境山遺跡報

文では甕)に強い類似性を認めることができる。しかし、土師器不や須恵器不の器形、技法は異

なっている。以上のように、表杉ノ入式でも古い段階に位置付けられている上記三者と共通点

は認められるものの、細部では異なる点も多い。

次に本資料の上限と下限について考えてみたい。体部下端から底部に回転ケズリ再調整の施

こされる本住居の須恵器不は、利府町硯沢窯跡第 4群土器 (宮城県教育庁文化財保護課 :1987.

3)に類似しているが、本資料のものは口径・底径比がやや小さく、新しい様相を示している。

硯沢窯跡第 4群土器は資料数が十分でないとしながらも、 8C.後葉に位置付けられている。ま

た、蔵王町東山遺跡土器溜出土土器 (真山悟 :19813)は ロクロ使用の上師器、須恵器から構成

されるもので、須恵器外では回転糸切 り無調整のものが多く含まれることから、本資料より新

しい段階のものと考えられる。東山遺跡土器溜出土土器は伴出する灰釉陶器から 9C。中葉頃と

されている。

以上を総合すると、関ノ入遺跡10号住居跡出土土器は表杉ノ入式でも古い段階に位置付けら
註 3

れ、実年代では、概ね 9C.前半でも中葉まで下らない年代が考えられる。

1号住居跡出土土器は蔵王町東山遺跡土器溜、川崎町二本松遺跡第 1号住居跡 (小山田正男 :

1985.8)、 高清水町五輪 C遺跡第 5号住居跡 (小野寺祥一郎 :1979.8)、 築館町佐内屋敷遺跡第33

号住居跡 (森貢喜 :1983.3)な どに類例を求めることができる。本資料と四者の相違点をみると、

土師器不において、体部下端から底部にケズリ再調整されるものが主体を占め、日径・底径比

が 1:0.45前後 (本資料では 1:0.47)と 共通している。しかし、前二者では回転ケズリ再調整

という古い要素をもつものが含まれており、後二者では回転糸切 り痕を残し、体部下端にケズ

リ再調整されるものが主体を占めるという違いも認められる。

1号住居跡出土土器は資料数も少なく、土器組成も不十分であるが、類似する上記四者の年

代観の範躊で捉えておきたい。実年代では、前述のように、東山遺跡土器溜の年代が 9C。中葉

頃とされることから、概ね 9C.後半を中心とした年代が考えられる。

【16号住居跡 。17号住居跡出土土器の特徴】

〈16号住居跡〉
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16号住居跡の床面、周溝、およびカマドからは土師器芥、甕が出上している(第 12図 1～ 4、 6～

8、第13図 1)。 これらは製作に際しロクロを使用しないものである。

芥は、いずれも底部を欠くが、丸底で外面中位に明瞭な段をもっている。また、内面に稜を

もつものもある。口縁部は、内湾するものと直線的に外傾するものがある。器面は外面白縁部

にヨコナデされるもの、 ミガキが施こされるものがあり、段を境に底部にはケズリが施されて

いる。内面はほとんどのものがミガキと黒色処理が施されるが、黒色処理の認められないもの

もある。

甕は長胴形の体部から口縁部が緩やかに外反するもので、頚部に段をもっている。器面は外

面口縁部にヨコナデ、ハケメ、頚部から体部下端までハケメが施される。内面は口縁部にヨコ

ナデ、またはハケメが施され、体部から底部にかけてヘラナデ、ハケメが認められる。

以上の一括土器と、厳密には出土状況が異なるが、床面直上から土師器甑が出土している(第

13図 2)。 底部から緩やかな丸味をもって立ち上が り、日縁部がわずかに外反するもので、頚部

と口縁部に段をもっている。器面は外面口縁部にココナデ、体部上半にハケメ、下半にケズリ

が施されている。内面は全面に ミガキが施され、下端にケズリが認められる。この甑は、本住

居跡一括資料と製作技法や調整技法が近似することから、本住居跡に伴うものと考えてさしつ

かえないと思われる。

(17号住居跡〉

17号住居跡の周滞、床溝、貯蔵穴状ピット底面から土師器甕、壷、甑が出上している(第 15図 1

～3)。 これらはいずれもロクロ不使用の上器である。

甕は長胴形の体部から口縁部が直線的に外傾するもので、頚部に段をもっている。日唇部に

は沈線が認められる。

壷は球形をした体部から口縁部が緩く外反するもので、頚部に段が認められる。

甕、壷は、共に、外面口縁部にヨコナデ、ハケメ、頚部から体部下端までハケメが施されて

いる。内面は口縁部にヨコナデ、体部から底部にかけてヘラナデ、ハケメが施されている。

甑は極く弱い丸味をもった体部から、口縁部が外反するものである。器面はマメツしている

が、外面にココナデ、ナデ、内面にヘラナデが観察される。

【16号住居跡 。17号住居跡の編年的位置と年代】

16号住居跡一括土器と17号住居跡一括土器は、器形、製作技法や細部の調整技法において近

似して潜り、同じ琢囲気をもった 1つの様式として捉えることができる。

この様な特徴をもつ土器群は、陸奥国分寺僧房西建物基壇南側溝から出土した外をもとに設

定された国分寺下層式 (氏家和典 :1961.3、 1967.9)と 考えられる。国分寺下層式は型式設定後、

多くの遺跡から出土し、土器組成も把握され、細分も検討されている。本土器群は多賀城市多
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賀城跡 S11971竪穴住居跡 (丹羽茂ほか :1989,7)、 宮崎町東山遺跡 S1133住居跡 (高野・村田

ほか :1989.7)、 高清水町観音沢遺跡 (加藤・ 阿部 :19809)な どに類例がみられる。細部につい

てみると、土師器芥では器形は類似するものの、本資料には外面口縁部に ミガキ調整されるも

のが含まれるという違いがある。また、本資料の土師器甕、壷、甑の器形や調整技法には、前

型式である栗囲式から引きつがれる古い要素が認められる。

須恵器が出土していないため、その検討はできないが、国分寺下層式でも古い段階のものと

考えられる。上記三者は 8C。前葉、あるいは 8C.前半頃とされ、本資料も、概ね 8C。前半頃に

位置付けられる。

【須恵器窯跡出土土器の特徴】

各須恵器窯床面、および灰原からは多数の遺物が出土している。しかし、灰原や廃棄時前の

遺物については整理も不十分な状況である。そこで、豊富な遺物を出土した 1号、2号、3号窯

の廃棄段階 (第 1床面)の遺物、特に外について検討したい。

(1号窯跡〉

芥 (第 17図、第18図 1～3)は体部が極く弱い丸味をもって外傾し、口縁部で外反する。底部は平

底で、回転糸切 りで切 り離されている。図化できたものでは口径15.2～ 16 3cm(平均 15 7cIIl)、

底径5.4～6.5cm(平均5.9cm)、 器高3.8～5.2cm(平均4.6cm)で ある。日径と底径の比は平均で 1:

0.38、 日径と器高の比は平均で 1:0,30である。

(2号窯跡〉

不 (第20図、第21図 )は底部から体部にかけて緩やかな丸味をもって立ち上が り、口縁部にかけ

て直線的に外傾する。口縁部でわずかに外反するものもあるが、数は少ない。底部は回転糸切

りで切 り離されている。体部には粘土組の痕跡が認められるものが多い。内外面ともに指によ

る緩いロクロロが観察される。図化できたものでは口径13.7～ 15.3cm(平均 14 4cm)、 底径5.8～

7.4clll(平 均6 5cm)、 器高4,1～ 50伽 (平均4 6cm)である。口径と底径の比は平均で 1:0.45、 回

径と器高の比は平均で 1:0.32である。

(3号窯跡〉

不 (第24図、第25図 1～ 3)は底部から回縁部にかrIて緩やかな丸味をもって外傾する。日縁部で

外反するものと、そのままおさまるものがある。底部は回転糸切 りで切 り離されている。 1号、

2号窯跡出土外に比べて非常に薄手である。外面は指による緩やかなロクロナデが認められる。

内面は指によるロクロナデと、コテ状工具によるロクロナデが観察され、ロクロロが不明瞭で

ツルツルした感じがする。また回唇部も同様の工具によって、面取 り風の鋭角なロクロロが観

跡窯
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察される。図化できたものでは口径136～ 15 1cm(平均 14.6clll)、 底径5.4～ 6.6cm(平均6.Ocm)、

器高3.9～4.9cII(平均4.4clll)である。口径と底径の比は平均で 1:041、 口径と器高の比は平均

で 1:0.30である。

【須恵器窯出土土器の編年的位置と年代】

1号、2号、3号窯跡と同様の、底部切 り離しが回転糸切 りで無調整の須恵器外を焼成した窯

跡としては、河南町須江糠塚遺跡 (高橋・阿部 :1987.3)と 仙台市五本松窯跡D地点 (仙台市教育

委員会 :1986.■ )がある。また、底部の切 り離しが回転糸切 りで、体部下端や底部にケズリ再

調整の施こされる須恵器芥は、仙台市安養寺中囲窯跡 (東北学廃大学考古学研究部 :19677、 村

田晃一 :1988.3)か ら出土している。

須江糠塚遺跡、五本松窯跡 D地点、安養寺中囲窯跡は須江糠塚遺跡 (高橋・ 阿部 :前掲)報文

中で詳細な検討が行なわれており、

五本松D8基群・安養寺中囲窯→五本松D4基群・須江糠塚第 6窯→須江糠塚第 1窯
(9C.後半でも870年に近い時期) (前者よりやや遅れる 9C.後半)  (10C.前 半 )

という変遷が推定された。

そこで、本遺跡の耳ヒ方約3 2kmに位置する須江糠塚遺跡第 1窯、第 6窯 と比較してみたい。

須江糠塚遺跡第 1窯出土杯は、体部がやや丸味をもつが体部中央から外傾するものである。

日縁部がわずかに外反するものとしないものがあるが、前者のものが圧倒的に多い。底部はあ

げ底気味の平底で、回転糸切 りで切 り離されている。器内面にはコテ状工具が使用されている。

口径137～ 15,9伽 (平均 14.8cm)、 底径4.5～59c皿 (平均5.2ca)、 器高3.9～5.6cm(平均4 4cm)で

ある。口径と底径の比は平均で 110.35で、口径と器高の比は平均で 1:0,30である。

第 6窯の不は、体部から口縁部へ内湾気味に外傾するものである。底部はあげ底気味の平底

で、回転糸切 りで切 り離されている。窯跡廃棄段階のものは内・外面共指によるロクロロが明

瞭であるが、第 1次、第 2次床面のものには内面にコテ状工具が使用されている。口径143～

15.5m(平均 15 0cm)、 底径5.3～ 7.2clll(平均6.lcm)、 器高3.9～56∽ (平均4,7cm)で ある。口径

と底径の比は平均で 110.41で、回径と器高の比は 1:0.31である。

須江糠塚第 1窯、第 6窯 と本遺跡 1号、 2号、 3号窯の須恵器芥についてまとめると以下の

様になる(第 14表、第29図 )。

上記 5窯は、技法では器面が内 。外両面にロクロ調整され、底部の切 り離しが回転糸切 りで

―

器 口 径 底  径 器  高 口径 :底径 口径 :器 高 向面のコテ状工具痕

関 ノ入遺跡 1号窯 体部が外傾。 口縁部外反。

関ノ入遺跡 2号窯 丸味をもぅて立ち_とがつ、口緑部にかけて外傾。

関ノ入還跡 3号窯 丸味をもって外傾。 口緑部外反するものとしないものがある

糠塚遺跡第 1窯 体部が外傾。口緑部外反。

糠塚遺跡第 6窯 体部から口縁部へ内i4気味に外傾。 廃棄時前のものに有

第14表 須江丘陵検出の須恵器窯出土杯
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無調整という共通性をもっている。法量では口径と器高の比が0.30前後であり、その分布にも

あまり差はみられない。口径と底径の比は 110.3～ 0.5の間に、各窯ごとにまとまりを持ち、

それぞれ重複する範囲を合みながらもばらつきをみせている。比の大きい順に 2号窯
→ 3号窯

・須江糠塚第 6窯→ 1号窯→須江糠塚第 1窯 となる。つまり、本遺跡 1号、2号、3号窯は器形、

技法が同様で、口径・底径比が須江糠塚遺跡第 6窯 とその前後になることから、概ね、須江糠

塚第 6窯 と同様の、平安時代前半、 9C.後半頃の年代が考えられる。これは、須江糠塚第 6窯

と本遺跡 1号、 2号、 3号窯の堆積土中に、同時期に降下したと考えられる灰白色火山灰が含

まれることからも、妥当性をもつものといえる。

ところで、本遺跡から検出された各須恵器窯については、廃棄時前の遺物や灰原の整理が十
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分でないことから、詳細な検討ができなかった。そこで、本遺跡の全容を記載する正式な報告

書に向けて、問題点と見通しを述べておきたい。

1号、 2号、 3号窯出土の須恵器芥の法量について比較すると、 1号窯と3号窯は底径に差

はみられないが、日径では 1号窯のものが大きい。 2号窯と3号窯は日径に差はみられないが、

底径では 2号窯のものが大きい。器形についてみると、 1号窯と2号窯のものは、体部の湾曲

や口縁部形態が異っており、両者は 3号窯内で共存している。つまり、三者は互いに関連 して

おり、三者間で器形や法量が変化したものと考えることができる。その変遷について考えると、

これまでの研究成果である、口径・底径比の大きいものから小さいものへ変化するという傾向

性に従えば、 2号窯→ 3号窯→ 1号窯という順になる。器形の細部について、変遷が指摘され

ている須江糠塚第 6窯と第 1窯のものを比較すると、体部が内湾するものから湾曲の弱いもの

へ変化し、口縁部が外反しないものを主体とするものから外反するものを主体とするものへ移

行している。このことは本遺跡三者の変遷案に妥当性をもつものといえる。しかし、極く細か

い器形や法量の違いを、即、時期差と考えることには問題があるので、整理が十分に進むのを

待って再検討しなければならない。

次に、製作・ 調整技法について述べたい。 3号窯の廃棄前の床面から出土した土器には、体

部下端にケズリが施こされる安養寺中囲窯のものに類似 した土器が含まれている。また、同窯

の灰原最下層からは、体部の湾曲が少なく、底径・ 口径比の大きい五本松窯D8基群に類似す
るものや、底部の切 り離しがヘラ切 りによるなのが、少量含まれている。このことは、 3号窯

が操業期間に幅をもつと同時に、その操業期間という短い時間幅の中で、本資料が器形の異な

る五本松窯D8基群類似のものや、安養寺中囲窯類似のものと、共存していることを示してい

る。厳密にいえば、本資料は、後二者に後続し、その時間幅は短いものと考えられる。

次に器内面に観察されるコテ状工具の使用痕について触れてみたい。工具使用痕は、本遺跡

3号窯、須江糠塚第 1窯、第 6窯のものに認められる。五本松窯D地点では、後出するD4基

群のものに認められるが、先行するとされるD8基群のものには認められなしR。 コテ状工具の

使用は、年代的に新しい段階のものに認められるという傾向性があり、器形の変化に関わる問

題を含み、土器変遷を考える上で指標になる可能性をもっている。しかし、本遺跡 3窯の変遷

案の中では当てはまらず、須江糠塚第 6窯内においても、廃棄前のものに認められるが、廃棄

段階のものには認められないという矛盾もあるため、短い時間幅の中では十分条件とはいえな

いことも↓旨摘される。

最後に、本遺跡 3号窯の灰原では、廃棄された製品と共に土師器が伴出しており、それらの

検討から土師器との組み合わせも捉えることが可能である。以上のような問題点を、今後再検

討を行う上での課題としたい。
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註 1:宮城県南部では、宮前遺跡第ⅣA群→青木遺跡第21住→東山遺跡土器溜→家老内遺跡第 2住→安久東遺

跡第 2住 という変遷が指摘されており、宮城県北部では、上新田遺跡第 1住→(西手取遺跡第3・ 4住、佐

内屋敷遺跡第28住 )、 色麻古墳群第25住→五輪C遺跡第 5住、佐内屋敷遺跡第33住、色麻古墳群第31住、(手

取遺跡第 3住 )と いう変遷が提示されている。

註 2110号住居跡の床面出土土器と外周溝底面出土土器は、須恵器芥では類似性がみられるものの、その他の

器種では器形や製作技法に違いが認められる。これは住居存続の時間幅や、住居と住居外付属施設という

生活空間の機能的差違から、それぞれの埋没状況が異なることに起因すると思われる。厳密には、出土状

況の異なる両者を分離して考えなければならないのかもしれない。しかし、住居存続期間や、廃棄時点の

共通性から、両者は大きな時間幅をもたないものと考え、一括の土器群として扱った。

註 3:抽出した各住居の土器組成は、本遺跡から検出した全遺構・全遺物間での比較・検討を行なっていない

ため、一様式として捉えるには十分といえない。また、宮城県内の遺跡と、簡単に検討したため、土器の

地域性も除外して扱った。これらの不十分な要因は、今後、本遺跡の正式な報告書において、再度検討す

る必要がある。

註 4:本概報作成にあたり、再観察した。

註 5:こ のことは、単に、本遺跡 3号窯に限定したことではない。本遺跡と須江糠塚追跡の間に位置する、須

江瓦山地区には、多数の須恵器窯、瓦窯の存在が確認されている。灰原が一部露出していた 1地点から採

集した遺物には、瓦や本遺跡 3号窯に類似したもの、回転ヘラ切り底のもの、底部にケズリや回転ケズリ

再調整の施こさオモたものがある。採集品という資料的に弱い面をもつが、同一地点から採集さオモたもので

あり、長い時間幅をもたないものと考えらオモる。

註 6:仙台市教育委員会の厚意により該土器を観察させていただいた。遺物の観察にあたっては、小川淳一氏

に有益な御教示をいただいた。

本遺跡から検出された遺構は、大きく二つに大別される。ひとつは住居跡などの、直接生活

に関わる遺構であり、もうひとつは窯跡など、生産に関する遺構である。

生活に関する遺構では、先ず、住居跡があげられる。住居跡は31軒検出されており、特に調

査区東側の南面する斜面に24軒が集中して為り、集落を形成している。住居跡は斜面に立地し

ているためか、そのほとんどが削平されている。住居には外延溝や外周溝が付設されたものも

ある。次に、性格は不明であるが、多数の焼土遺構、土壊、溝跡が検出されている。土壊の中

には、墓と考えられる合口甕棺が埋設されたものがある。

生産に関する遺構では、須恵器を焼成した窯跡、木炭を焼いた窯跡がある。須恵器生産に関

するものとして、粘土採掘坑跡、粘土精製に関わると考えられる土壊がある。以上のように、

須恵器生産において、粘土採取から焼成に至る一連の工程を考える上で、好資料が得られた。

また、須恵器窯は 1基づつ点在する傾向にあり、本遺跡の特徴といえる。

今後、各遺構の性格や年代を検討し、関ノ入遺跡の総合的な把握が必要とされよう。

構五還
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